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2019（令和元年）
No. 158

主な内容

（４月１日現在 : 住民基本台帳）

（　）内は前月比

世 帯 数 ２万 5,161 （△ 77）
人　 口 ５万 3,213 （△ 439）
男 ２万 5,033 （△ 188）
女 ２万 8,180 （△ 251）

出　 生 20
死　 亡 60
転　 入 265
転　 出 675
その他異動 11



市税

分担金および負担金

使用料および手数料

諸収入ほか

地方交付税

国庫支出金

県支出金

市債

依

存

財

源
地方譲与税
2億5,000万円 (0.9%)
国が徴収した税金から一定基準に

従い譲与されるお金

地方消費税交付金ほか 10億6,421万円 （3.6%）
国が徴収した消費税の中から交付されるお金など

28億2,310万円 (9.9%)
国や金融機関から借り入れるお金

29億4,148万円 (10.3%)
県が認めた特定の事務事業

の実施に当たって県から交付

されるお金

88億822万円 (30.8%)
全国の自治体が同水準の行政を

進められるよう、財政運営の均衡を

調整するため国から交付されるお金

4億3,714万円 (1.5%)
市の施設使用料や住民票、各種証明

書などの交付手数料

38億7,524万円 （13.5%）
国が認めた特定の事務事業の

実施に当たって国から交付

されるお金

歳入
286億800万円

25億6,661万円 (9.0%)
諸収入、財産収入、寄附金、繰入金

繰越金

2億1,757万円 (0.8%)
市が行う事業で特定の利益を受ける

人などから徴収するお金
自

主

財

源

（内訳） 市民税 22億6,036万

円

固定資産税 27億8,323万

円

軽自動車税 2億1,270万

56億2,443万円 （19.7%)

(30.9%)
市税や使用料・手数料など、市が自主的に収入するお金

(69.1%)
国や県の基準に基づき、交付されたり割り当てられるお金

88億4,575万円

197億6,225万円

自　主　財　源

依　存　財　源

2019年度　予算の　　　　　概要をお知らせします　
一般会計　　　　　　　当初予算　 自主財源

依存財源

88 億 4,575 万円（30.9％）

197 億 6,225 万円（69.1％）
市税や使用料・手数料など、市が自主的に収入するお金

国や県の基準に基づき、交付され割り当てられるお金
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（単位：億円）

財政調整基金残高 減債基金残高 その他基金残高

基金残高の推移（貯金）

　基金は家庭での貯金に相当するもので、特定の目
的や市町村合併に伴う地方交付税の優遇措置が 2016
年度から段階的に縮小・廃止されていくことへの対
応と安定的な財政運営を確保するため、必要な積み
立てを行うとともに、確実かつ効率的な運用に努め
ます。
　基金の 2019 年度末での残高は、約 171 億円となる
見込みです。
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一般会計市債残高 特別会計市債残高 企業会計市債残高

市債残高の推移（借金）

　道路や学校等を建設する場合のように、長期間にわ
たって多くの市民が利用することができ、多額の費用
が必要なもののために、市が銀行などから調達する長
期的な借入金を「市債」といいます。
　市債の 2019 年度末での残高は、一般会計で約 252
億円、特別会計と企業会計を加えた全会計で約 430 億
円となる見込みです。

～明るくまっすぐな　　　　安心できる市政～

市民税� 22 億 6,036 万円
固定資産税� 27 億 8,323 万円
軽自動車税� 2 億 1,270 万円
市たばこ税� 3 億 6,800 万円
入湯税� 14 万円

（内訳）
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議会費

総務費

民生費

衛生費

農林水産業費

商工費

土木費

消防費

教育費

公債費

その他

104億218万円 (36.4%)
高齢者や乳幼児、障害者などの

福祉、生活保護、災害救助など

40億8,141万円 (14.3%)
税務、戸籍、選挙などの事務や

市役所の管理など

1億8,578万円 (0.6%)
市議会の運営

4,615万円 (0.2%)
労働費、災害復旧費、予備費

26億468万円 (9.1%)
市の借金の返済

歳出
286億800万円

（目的別）

24億750万円 （8.4%)
幼稚園や小中学校の管理運営、社会教

育、芸術文化、スポーツの振興など

39億7,975万円 (13.9%)
各種健康診断や救急医療対策、ごみ処理など

19億6,075万円 (6.9%)
農林水産業の振興、農道・林道・漁港の整備など

3億5,713万円 (1.2%)
商工業や観光の振興、企業誘致など

18億5,267万円 (6.5%)
道路や橋、公園、住宅整備など

7億3,000万円 (2.5%)
消防署・消防団の管理運営、

消防施設の整備など

今年度予算の特徴
　予算総額は、一般会計で市町村合併後、最大規模となる
286 億 800 万円を計上し、前年度（６月補正後予算）に比べ、
35 億 76 万円、13.9％の増となっています。
　主な要因としては、歳出では、本体工事に着手する新支
所庁舎整備や北薩広域行政事務組合の新焼却処理施設整備
事業に係る負担金など、大規模な投資事業の費用が大きく
増加しています。
　また、歳入では、雇用・所得環境の改善等により市税は
増加傾向となっていますほか、大規模投資事業による借入
金（市債）の大幅な増加を抑制するため、基金を活用した
ことにより繰入金が増加しています。

※予算額の増減は、前年度 6月補正後予算と比較しています。

区　　　分 予算額
国民健康保険 74 億 8,300 万円
後期高齢者医療 6億 5,780 万円
介護保険 59 億 3,230 万円
交通災害共済 1,480 万円
下水道 11 億 7,380 万円
特定環境保全公共下水道 5億 80 万円
農業集落排水 2億 6,640 万円
地方卸売市場 1,669 万円

合　　　計 160 億 4,559 万円

特別会計

区　　　分 予算額
水道事業会計 12 億 7,621 万円
病院事業会計 52 億 2,967 万円

合　　　　計 65 億 588 万円
※企業会計は、収益的支出と資本的支出の合計額です。

企業会計

2019年度　予算の　　　　　概要をお知らせします　
一般会計　　　　　　　当初予算　義務的経費

任意的経費

141 億 3,988 万円（49.4％）

144 億 6,812 万円（50.6％）
支出することが制度的に義務付けられている経費

政策判断によって見直しが柔軟にできる経費 ～明るくまっすぐな　　　　安心できる市政～

3 2広報いずみ2019（令和元年）５月 広報いずみ2019（令和元年）５月



「安心のまちづくり」の実現に向けた「３つの安心」事業

保育所・認定こども園
施設整備事業費補助金
　　　５億 791 万円
　民間の保育所、認定こど
も園および小規模保育事
業所の新設、整備に係る
費用に対して助成を行い、
待機児童の解消を図る。

産後ケア事業
　　　　　　　154 万円
　出産後の体調不良や育児
に不安を抱えている母子が
助産所等で心身のケアや育
児相談等を受けられる産後
ケアサービスについて、一
部の費用を助成する。

○保育所・認定こども園施設整備事業費補助金� ５億 791 万円
○居宅訪問型児童発達支援給付事業� 119 万円
○産後ケア事業� 154 万円
○小・中学校熱中症対策備品購入事業� 32 万円

地域の中で子どもを安心して産み育てられ
る「こどもの安心」の環境を整えます。

主
な
事
業

こけん塾事業・シニア元気
いきいき活動体制づくり
支援事業　　　　120 万円
　地域で介護予防体操「ころばん体操」に
取り組み、市民主体の集いの場を創出する
ことで、介護予防に努めながら高齢者が住
み慣れた地域で暮らしやすい環境を作る。

歯周疾患健診事業
　　　　　225 万円
　未病対策と高齢期の摂食嚥下機能の
保持増進を図るため、節目の年齢の対
象者について、歯周疾患健診を実施す
る。
　新たに 66 歳を対象に追加し、60 歳
以上の自己負担額を無料とする。

○こけん塾事業・シニア元気いきいき活動体制づくり支援事業�120 万円
○歯周疾患健診事業� 225 万円
○ＡＥＤ設置事業� 209 万円
○高規格救急自動車購入事業 � 3,257 万円

病気や災害、交通事故等から市民を守る「い
のちの安心」のための施設等を整えます。

主
な
事
業

市内高校生向け
企業説明会開催事業
　　　　　　42 万円
　市内高校生を対象に、
地元企業が会社の魅力
を発信することで、人
口流出を防ぎ、地域の
雇用拡大を図る。

ラムサール条約
登録調査事業　　　74 万円
　ツル渡来地等の地域にお
いて、ラムサール条約への
登録を推進するために先進
地視察等を実施し、地域住
民への影響等を含めて検討
を進める。

○地区コミュニティ協議会育成事業� 912 万円
○市内高校生向け企業説明会開催事業� 42 万円
○みんなで守るふるさと市道・農道管理事業� 7,260 万円
○ラムサール条約登録調査事業� 74 万円

まちの活性化を図るため「くらしの安心」
のまちづくりに取り組みます。

主
な
事
業

2019 年度の予算編成の重点ポイント
　地方公共団体は、世の中の大きな変化の潮流の中にあり、急激な少子高齢化や地域活性化対策などの
喫緊の行政課題に対し、目標を持ち柔軟な発想で対応することが求められています。本市においても同
様の状況であり、市民が夢と希望を持ち、いきいきと安心して暮らせる「安心のまちづくり」のための「３
つの安心」を、市の総合計画や総合戦略に基づく施策の展開とも合わせながら、これまで以上に強化し
ていかなければならないと考えます。

未来への投資

持続可能性への挑戦

　観光資源等を磨き上げることによりその魅力を高めることや、将来の本
市を担う子どもたちが夢を持ち活躍できるとともに、高齢者が健康寿命を
延ばし、地域社会で活躍できるよう将来を見据えた予算を編成しました。

　地域の魅力を最大限に生かしながら活気に満ちた本市であり続けるため、前
例にとらわれず移り変わる時代の変化をとらえながら、地域が活躍し魅力ある
素晴らしい本市を次代へ引き継いでいくため、積極果敢に取り組みます。

こどもの安心

いのちの安心

くらしの安心
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≪産業振興・しごと創出戦略≫
　・新規創業者支援事業� 491 万円
　・薬用植物産地確立支援事業� 19 万円
　・特定果樹生産拡大推進事業� 45 万円
　・ブランド米産地確立支援事業� 90 万円
　・地場産業販路拡大促進事業� 400 万円
　・肉用牛産地銘柄確立対策事業� 500 万円
　・有害鳥獣防除事業� 1,481 万円 
　・狩猟免許取得助成事業� 12 万円 
　・農業者就農資金償還助成事業� 40 万円
　・農林漁業後継者確保育成事業� 20 万円
　・水産業活性化推進事業� 1,000 万円
　・地場産業競争力強化支援事業� 49 万円
　・木造住宅新築等建築工事促進事業� 4,500 万円
　・魅力ある職場環境整備支援事業� 60 万円

≪結婚・出産・子育て戦略≫
　・子育て応援アプリ事業� 79 万円
　・子ども医療費助成事業� 1 億 7,360 万円
　・鶴の恩返し奨学金貸与事業� 奨学金貸付基金対応 
　・育児用品購入券交付事業� 1,810 万円 
　・地域型保育事業� 1 億 9,159 万円
　・保育所等整備事業補助金� 5 億 791 万円
　・市立幼稚園預かり保育事業� 192 万円
　・病児・病後児保育事業� 1,500 万円
≪定住・交流促進戦略≫
　・定住促進事業補助金� 3,598 万円
　・がんばる地域応援事業補助金� 250 万円
　・戦争遺跡保存活用事業� 26 万円 
　・海外観光客誘致事業� 58 万円 
　・「九州オルレ」出水コース運営事業� 76 万円

第ニ次出水市総合計画の施策基本方針に基づく事業
　2019 年度に市が実施する主な事業を紹介します。
１ 生 活 環 境　人と自然が将来にわたって共生するまちづくり
２ 社 会 基 盤　都市基盤が整った機能性の高い快適なまちづくり
３ 保健医療福祉　子どもから高齢者まで健やかに暮らせる支え合いのまちづくり
４ 教 育 文 化　郷土を愛し文化を伝え豊かな心を育むまちづくり
５ 産 業 経 済　地域の資

たから

源を生かした多様な産業でつくるにぎわいあるまちづくり
６ 住 民 自 治　住民と行政が協働するまちづくり

○出水ふれあいバス運行事業
� 3,906 万円
○橋梁整備事業
� 1 億 6,530 万円
○道路維持補修事業
� 8,090 万円

○社会体育施設維持補修事業
� 1,800 万円
○かごしま国体開催事業
� 3,914 万円
○出水御仮屋門修理事業
� 2,214 万円

１生活環境 ４教育文化２社会基盤

○ツルと歴史のまち応援基金寄附者特
　産品贈呈事業� 3,574 万円
○新支所庁舎整備事業
� 14 億 8,793 万円
○市税等コンビニ・クレジット
　納付導入事業� 600 万円
（2020 年４月からサービス開始予定）

５産業経済 ６住民自治

３ 保 健 医 療 福 祉

○新焼却処理施設整備負担金
� 18 億 8,705 万円
○出水浄化センター改築更新
　事業� 7,000 万円
○小水力発電設備整備事業
� 2,514 万円

○代替産科医確保事業
� 100 万円
〇不妊・不育治療費助成事業
� 600 万円

○障害福祉サービス給付事業
� 12 億 4,000 万円
○障害児通所支援事業
� ３億 1,824 万円

○私立保育所等運営費給付事業
� 17 億 7,541 万円
○放課後児童健全育成事業
� １億 1,667 万円

○降灰地域野菜・果樹等安定
　対策事業� ２億 1,080 万円
○産地パワーアップ事業
� ７億 5,600 万円
○わいわい賑わい商店街づくり
　事業� 400 万円

○水産業活性化推進事業
� 1,000 万円
○観光客誘致促進事業
� 358 万円
○国際交流事業
� 532 万円

出水市まち・ひと・しごと創生総合戦略事業
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市では、４月１日付けで、部長級12人を含む職員304人の人事異動を実施しました。係長以上の職員の異
動をお知らせします。市職員304人を人事異動

公営企業病院部局
出水総合医療センター
部等名 課　等　名 職　　名 氏　　名
事務部

経営企画課 情報監（主幹） 登本　義和
調整監（係長） 﨑迫　真也

医事課 課長 内之浦　昭
地域医療連携係長 看護部副看護部長

（本蔵信子）兼補
内科系診療部

消化器内科 部長 前田　英仁
循環器内科 部長 權藤　公樹

医長 石田　紀久
外科系診療部

消化器外科 部長 黒木　秀幸
診療技術部

薬剤科 技術主幹 湯田　秀一
技師長（調剤部門） 橋元　良枝
技師長（病棟部門） 冨山　成章

看護部
看護科 看護科長（教育担当） 濵砂　由美子

看護科長（業務担当） 溝下　晴美
病棟看護科
第五病棟 看護師長 看護科長（溝下晴美）兼補
外来看護科
消化器疾患センター 看護師長 中村　元和
人工透析室 看護師長 看護科長（濵砂由美子）兼補
脳卒中センター 看護師長 野崎　こずえ
中央手術室 看護師長 医療安全管理室技術主幹兼

看護師長（岩下睦）兼補
医療安全管理室 室長 院長（瀬戸弘）事務取扱

技術主幹兼看護師長 岩下　睦

部等名 課　等　名 職　　名 氏　　名
教育部

生涯学習課 課長 東　秀文
参事兼指導主事 中村　宗義
生涯学習係長 岩本　秀一

読書推進室 室長 生涯学習課長（東秀文）兼補
次長（主幹） 酒本　めぐみ

文化財課 課長 武和　真市
市民体育課 課長 野平　豊徳

主幹兼体育振興係長 外戸口　省太
教育機関

青年の家 所長 松下　孝
出水商業高等学校 事務長 宇都　眞由美

次長（係長） 谷口　雄二

出水総合医療センター高尾野診療所
部等名 課　等　名 職　　名 氏　　名
高尾野診療所

事務課 課長 出水総合医療センター事務
部医事課長（内之浦昭）兼補

管理係長 髙牟禮　利枝子
出水総合医療センター野田診療所
部等名 課　等　名 職　　名 氏　　名
野田診療所

事務課 課長 出水総合医療センター事務
部医事課長（内之浦昭）兼補

管理係長 高尾野診療所事務課管理
係長（髙牟禮利枝子）兼補

公営企業水道部局
部等名 課　等　名 職　　名 氏　　名
水道部 部長 建設部長（小原一郎）併任
北薩広域行政事務組合派遣職員
部等名 課　等　名 職　　名 氏　　名
北薩広域行政事務組合事務局

総務課 庶務係長 濵畑　信一

職員派遣
熊本県甲佐町へ派遣 野付　祐司
出水平野土地改良区へ派遣 江﨑　良隆
鹿児島県ＰＲ・観光戦略部かごしまＰＲ課へ派遣 徳田　貴志
鹿児島県大阪事務所へ派遣 前田　　輝
転出
鹿児島県総合教育センター企画課長 原﨑　竜一
鹿屋市立祓川小学校長 田中　孝雄
大島教育事務所指導課指導主事 宮之脇　圭
定年等退職者（３月 31 日付け）
桑田　俊彦 保健福祉部長
宮崎　龍美 市民部長
宇都　修一 産業振興部長
東　　裕治 建設部長　
岩下　美和 教育委員会教育部長
矢野　浩一郎 高尾野支所長兼支所庁舎建設部長
志柿　隆久 議会事務局長
工藤　真励奈 出水総合医療センター外科系診療部

脳神経外科部長
軸屋　賢一 出水総合医療センター内科系診療部

消化器内科部長
則松　賢次 出水総合医療センター内科系診療部

循環器内科部長
竹下　次郎 出水総合医療センター外科系診療部

麻酔科医長
高岡　俊雄 政策経営部情報課長
木村　妙子 保健福祉部健康増進課長
竹内　　進 産業振興部産業振興総務課長
古田　幸一 会計管理者兼会計室長
佐原　健司 教育委員会教育機関青年の家所長
戸﨑　明美 出水総合医療センター医療安全管理

室長
五反田　仁美 出水総合医療センター高尾野診療所

看護科長

８ページへ続く
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市職員304人を人事異動
４月１日付け人事異動（係長以上）
市長事務部局
本　庁
部等名 課　等　名 職　　名 氏　　名
政策経営部

総務課 庶務法制係長 宮木　隆裕
安全安心推進課 課長 本田　秀昭
企画政策課 行政改革係長 川畑　正樹

秘書監（係長） 宗像　完治
総合政策係長 青﨑　譲二
地域政策係長 遠矢　秋彦

情報課 課長 田中　一将
情報係長 大森　聡

契約検査課 課長 岡本　賢一
工事検査監 永福　辰已
検査係長 工事検査監（永福辰已）兼補

支所庁舎建設部 部長 高尾野支所長（池田幸弘）兼補
支所庁舎建設課 主幹兼支所庁舎建設係長 下村　吉人

保健福祉部 部長 冨永　栄二
福祉課　　 課長 戸﨑　基夫

主幹兼保護係長 餅原　秀夫
福祉総務係長 永山　修
障害福祉係長 内田　直人

健康増進課　 課長 佐藤　義明
技術主幹兼成人保健係長 園畠　好子
技術主幹兼母子保健係長 本村　頼子

いきいき長寿課 課長 安楽　民郎
こども課 こども福祉係長 中里　豊
子育て支援室 次長（主幹） 澤邊　憲子
米ノ津保育園 主任（主幹） 兒島　富子

市民部 部長 池田　志郎
市民生活課 住民年金係長 森山　佐知

健康保険係長 長谷川　健
生活環境課 課長 谷川　弘之

生活環境係長 中園　健二
税務課 課長 揚松　智幸

主幹兼収納管理係長 松浦　泰博
固定資産税係長 中村　俊二
課税係長 田頭　修

産業振興部 部長 春田　和彦
産業振興総務課 課長 住吉　祐一

地域振興支援係長 長山　小百合
産業振興総務係長 花田　勝宏

農政課 課長 中原　克章
農業振興係長 橋元　勝志

農林水産整備課 課長 東畠　賢一
主幹兼林務水産係長 志水　靖博

議会事務部局
部等名 課　等　名 職　　名 氏　　名
議会事務局 事務局長 畠山　義昭

次長（係長） 華野　順一
選挙管理委員会事務部局
部等名 課　等　名 職　　名 氏　　名
選挙管理委員会事務局 次長（主幹） 戸澤　広彰
教育委員会事務部局
部等名 課　等　名 職　　名 氏　　名
教育部 部長 山﨑　博文

教育総務課 課長 園畠　祐一
学校教育課 課長 田中　真一郎

部等名 課　等　名 職　　名 氏　　名
産業振興部

シティセールス課 課長 小村　郁則
主幹兼観光交流係長 堂之上　健二
主幹兼産業支援係長 堀　昌伸

建設部 部長 小原　一郎
都市計画課 計画管理係長 高見　勇吉
住宅課 課長 山口　徹
道路河川課 課長 松山　義弘
下水道課 主幹兼管理係長 大田　直子

会計管理者 田口　宏幸
会計室 室長 会計管理者（田口宏幸）兼補

高尾野支所
部等名 課　等　名 職　　名 氏　名
高尾野支所 支所長 池田　幸弘

総合市民課 主幹（総務・税グループ長） 西野　竜一
主幹 土﨑　昭憲

野田支所
部等名 課　等　名 職　　名 氏　　名
野田支所

総合市民課 主幹（総務・税グループ長） 別府　順一
消防事務部局
消防本部
部等名 課　等　名 職　　名 氏　　名
消防本部

消防総務課 通信指令係長（消防司令補） 道添　正樹
警防課 主幹（消防司令補） 金丸　秋生

主幹兼警防係長（消防司令補） 戸﨑　博貴
消防署
部等名 課　等　名 職　　名 氏　　名
出水消防署

危険物係 主幹兼係長（消防司令補） 遠矢　真一
消防団係 係長（消防司令補） 神之田　武文
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定年等退職者（３月 31 日付け）
柴田　敏文 保健福祉部福祉課主幹兼保護係長
髙城　順子 出水総合医療センター高尾野診療所事務課主幹

兼管理係長兼野田診療所事務課管理係長
吉本　理加 出水総合医療センター看護部外来看護科長補佐
城須　智也 消防本部消防総務課通信指令係長
木谷　康子 出水総合医療センター高尾野診療所看護科看護師長
京田　絹枝 出水総合医療センター看護部病棟看護科主任
藤井　　謙 出水総合医療センター野田診療所診療科主任
森藤　美代 出水総合医療センター看護部外来看護科副看護師長
宗像　伸幸 水道部水道課技術参事補
吉田　定男 政策経営部総務課付き主査（再任用期間満了）
横山　達也 政策経営部企画政策課主査（再任用期間満了）
橘木　理香 保健福祉部いきいき長寿課技術主査
谷添　茂子 保健福祉部こども課主査（再任用期間満了）
唐﨑　明美 保健福祉部こども課東出水保育園主査
松原　次子 市民部税務課主査
坂元　誠士 産業振興部農政課主査（再任用期間満了）
北園　　貢 建設部住宅課主査（再任用期間満了）

野中　美香子 高尾野支所総合市民課主査
中原　奈津樹 高尾野支所総合市民課主査
野付　市子 出水総合医療センター看護部病棟看護科技術主査
塚元　ひとみ 出水総合医療センター看護部病棟看護科技術主査
野田　辰彦 出水総合医療センター診療技術部リハビリテー

ション技術科技術主査
宮脇　孝二 出水総合医療センター診療技術部放射線技術科

技術主査
西堂　節子 出水総合医療センター高尾野診療所看護科技術

主査（再任用期間満了）
田前　和成 政策経営部契約検査課主事
松永　　梓 建設部都市計画課主事
篠原　宏樹 出水総合医療センター内科系診療部消化器内科技師
中原　　舞 出水総合医療センター内科系診療部腎臓内科技師
郡山　志穂 出水総合医療センター看護部病棟看護科技師
花房　真莉 出水総合医療センター看護部病棟看護科技師
土持　美佐子 教育委員会教育機関西出水小学校調理主事

（再任用期間満了）

６ページの続き

もっと知りたい、国体競技！

前
回
に
引
き
続
き
「
国
体
競
技

に
つ
い
て
知
り
た
い
」
シ
リ

ー
ズ
。
本
市
で
開
催
さ
れ
る
国
体
競

技
の
う
ち
、
今
回
は
正
式
競
技
「
弓

道
」
競
技
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

国体だより

日
本
最
古
の
武
道
と

　
　

い
わ
れ
る
ス
ポ
ー
ツ

　

弓
道
の
弓
に
は
、
照
準
器
（
狙
い

を
定
め
る
た
め
の
装
置
）
が
付
い
て

い
な
い
た
め
、
自
分
の
体
感
だ
け
を

頼
り
に
、
狙
い
を
定
め
ま
す
。
弓
を

引
く
力
強
さ
と
流
れ
る
よ
う
な
美
し

い
一
連
の
動
作
、
研
ぎ
澄
ま
さ
れ
た

集
中
力
で
放
た
れ
た
矢
が
、
的
に
的

中
す
る
瞬
間
は
見
応
え
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、静
止
不
動
の
的
に
対
し
、

当
た
り
外
れ
が
は
っ
き
り
見
え
て
、

一
本
一
本
を
よ
く
味
わ
い
な
が
ら
楽

し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

弓
を
使
っ
て
矢
を
放
ち
、
的
を
射

っ
て
競
う
競
技
で
す
。
使
わ
れ
る
的

の
種
類
や
射
距
離
に
よ
っ
て
、
２
つ

の
種
目
（
近
的
・
遠
的
）
が
あ
り
ま

す
。
国
体
で
は
、
１
チ
ー
ム
３
人
の

同
じ
選
手
が
両
種
目
を
行
い
、
制
限

時
間
内
に
、
予
選
で
は
各
自
４
射
ず

つ
を
２
回
、
決
勝
で
は
各
自
４
射
を

１
回
行
い
ま
す
。

〈
遠
的
〉　

　

60
㍍
先
の
的
（
直
径
１
０
０
㌢
）

を
狙
い
ま
す
。
的
の
中
心
に
近
く
な

る
ほ
ど
得
点
が
高
く
、
的
に
当
た
っ

た
矢
の
合
計
点
で
競
い
ま
す
。

〈
近
的
〉　 

　

28
㍍
先
の
的
（
直
径
36
㌢
）
を
狙

い
ま
す
。
的
の
ど
の
部
分
に
当
た
っ

て
も
よ
く
、
的
に
当
た
っ
た
矢
の
本

数
で
競
い
ま
す
。 ル

ー
ル

種別　成年男女
　　　少年男女

競技会場　近的：市総合体育館特設近的会場
　　　　　遠的：市陸上競技場特設遠的会場
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～弓道各流派のうち、実戦における射法を今に伝える～

　

こ
の
射
法
は
、
指
矢
で
の
集
団
に
よ
る
一
斉

早
撃
ち
で
遠
く
か
ら
敵
を
圧
倒
し
ま
す
。
そ
の

後
、腰
矢
に
移
り
奇
数
偶
数
交
互
に
矢
を
放
ち
、

両
翼
は
左
右
後
方
ま
で
敵
を
制
圧
し
な
が
ら
じ

り
じ
り
と
前
進
し
ま
す
。
全
て
低
姿
勢
で
、
敵

に
絶
え
間
な
く
矢
の
雨
を
浴
び
せ
て
敵
陣
に
突

入
す
る
と
い
う
戦
法
で
す
。

　

島
津
第
28
代
藩
主
斉
彬
が
家
臣
の
東
郷
実
敬

に
弓
を
主
体
と
し
た
戦
法
の
研
究
を
命
じ
て
以

来
、
代
々
継
承
し
て
き
た
も
の
で
す
が
、
明
治

20
年
に
出
水
麓
の
溝
口
武
夫
翁
が
伝
承
者
と
な

り
、
そ
し
て
、
伊
藤
信
夫
翁
、
恒
吉
力
雄
翁
へ

受
け
継
が
れ
、
そ
の
後
、
薩
摩
日
置
流
腰
矢
指

矢
保
存
会
が
引
き
継
い
で
き
ま
し
た
。
同
会
は

毎
年
、
溝
口
・
伊
藤
翁
の
命
日
に
こ
の
弓
術
を

演
武
し
て
い
ま
す
。
１
９
６
４
年
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
、
１
９
７
０
年
大
阪
万
国
博
覧
会
、

１
９
７
２
年
太
陽
国
体
（
鹿
児
島
国
体
）
で
披

露
し
、
出
水
兵
児
の
気
風
と
共
に
そ
の
名
を
広

め
ま
し
た
。 薩

摩
日へ

き
り
ゅ
う

置
流
腰
矢
指
矢

▷
腰
矢

▷
指
矢

 燃ゆる感動かごしま国体出水市実行委員会事務局（国体推進課内）（☎ 63 － 4187）

～国体歓迎オブジェ制作中～

　

国
体
開
催
ま
で
１
年
半
と
な
り
、

燃
ゆ
る
感
動
か
ご
し
ま
国
体
出
水
市

実
行
委
員
会
で
は
、
全
国
か
ら
集
ま

る
選
手
等
を
出
水
ら
し
く
出
迎
え
る

た
め
の
国
体
歓
迎
オ
ブ
ジ
ェ
の
取
り

組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

オ
ブ
ジ
ェ
の
材
料
と
な
る
木
材

は
、
出
水
地
域
木
材
利
用
推
進
協
議

会
（
岩
下
清
文
会
長
）
か
ら
地
元
産

最
高
級
の
ヒ
ノ
キ
の
ご
協
賛
を
い
た

だ
い
た
も
の
で
、
出
水
工
業
高
校
建

築
科
の
生
徒
た
ち
が
、
選
手
の
皆
さ

ん
が
ヒ
ノ
キ
の
香
り
と
と
も
に
出
水

を
感
じ
、
最
高
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

を
発
揮
で
き
る
よ
う
期
待
を
込
め
な

が
ら
制
作
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

夏
頃
に
は
完
成
し
、
開
催
１
年
前

に
は
市
民
の
皆
さ
ま
に
ご
披
露
で
き

る
予
定
で
す
。

出
水
工
業
高
校
建
築
科

～国体開催 555 日前記念イベント～

　

国
体
の
開
催
期
間
中
に
本
市
を
訪
れ
る
多
く
の

方
々
を
温
か
い
手
作
り
の
歓
迎
装
飾
で
お
迎
え
し

よ
う
と
、
全
国
47
都
道
府
県
の
手
作
り
応
援
の
ぼ

り
旗
を
、
市
内
小
・
中
学
校
、
義
務
教
育
学
校
、

高
等
学
校
、
特
別
支
援
学
校
26
校
に
94
本
制
作
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

開
催
５
５
５
日
前
と
な
っ
た
３
月
28
日
、
市
中

央
公
民
館
小
ホ
ー
ル
で
「
都
道
府
県
応
援
の
ぼ
り

旗
贈
呈
式
」
を
行
い
ま
し
た
。

　

各
学
校
を
代
表
し
て
川
上
塁
さ
ん
と
窪
田
理
貴

さ
ん（
西
出
水
小
５
年
）、校
長
協
会
を
代
表
し
て
、

池
田
俊
彦
校
長
（
西
出
水
小
）
か
ら
制
作
し
た
応

援
の
ぼ
り
旗
を
贈
呈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
制
作
し
て
い
た
だ
い
た
都
道
府
県
応
援
の

ぼ
り
旗
は
、
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
お
よ
び
本
大
会
で

競
技
会
場
を
鮮
や
か
に
彩
り
ま
す
。

都
道
府
県
応
援
の
ぼ
り
旗
贈
呈
式
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近
年
、
少
子
高
齢
化
や
核
家
族
化
が
進

行
し
、
価
値
観
や
生
活
ス
タ
イ
ル
の
多
様

化
に
伴
う
個
人
主
義
の
広
が
り
に
よ
り
、

地
域
で
の
住
民
相
互
の
社
会
的
つ
な
が
り

が
希
薄
化
し
、
高
齢
者
の
孤
立
、
介
護
や

子
育
て
へ
の
不
安
、
児
童
虐
待
へ
の
対
応

や
生
活
困
窮
者
・
障
が
い
者
の
自
立
支
援

な
ど
求
め
ら
れ
る
福
祉
の
ニ
ー
ズ
も
複

雑
・
多
様
化
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て

は
、
行
政
は
も
と
よ
り
、
地
域
社
会
を
構

成
す
る
市
民
一
人
一
人
、
民
生
委
員
児
童

委
員
や
社
会
福
祉
協
議
会
、
自
治
会
、
福

祉
活
動
団
体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
社
会
福
祉
法
人
、

事
業
所
等
の
さ
ま
ざ
ま
な
関
係
機
関
・
団

体
が
と
も
に
考
え
取
り
組
み
、
年
齢
や
性

別
の
違
い
、
障
が
い
の
有
無
な
ど
に
か
か

わ
ら
ず
、誰
も
が
個
人
と
し
て
尊
重
さ
れ
、

住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
く
最
後
ま

で
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の

役
割
を
果
た
し
な
が
ら
地
域
社
会
を
築
い

て
い
く
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
地
域
に
お
け

る
福
祉
活
動
の
取
り
組
み
の
新
た
な
方
向

性
を
示
す
た
め
、「
第
一
次
出
水
市
地
域

福
祉
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

地
域
福
祉
と
は
、
地
域
の
人
と
人
と
の

つ
な
が
り
を
大
切
に
し
、
お
互
い
に
助
け

た
り
助
け
ら
れ
た
り
す
る
関
係
や
仕
組
み

を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
で
、
生
活
課
題
を

解
決
し
、
地
域
全
体
を
よ
り
良
い
も
の
に

し
て
い
こ
う
と
す
る
営
み
で
す
。

　

福
祉
と
は
「
誰
も
が
幸
せ
に
暮
ら
す
こ

と
が
で
き
る
こ
と
」
で
す
が
、
こ
れ
か
ら

の
ま
ち
づ
く
り
は
、子
ど
も
か
ら
高
齢
者
、

障
が
い
者
等
、
全
て
の
市
民
が
住
み
慣
れ

た
地
域
の
中
で
心
豊
か
に
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
よ
う
な
仕
組
み
を
市
民
、
地
域
、
行

政
が
手
を
携
え
て
つ
く
り
、
そ
れ
を
持
続

さ
せ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
生
活

課
題
に
つ
い
て
市
民
一
人
一
人
の
努
力

（
自
助
）、市
民
同
士
の
相
互
扶
助（
共
助
）、

公
的
な
制
度
（
公
助
）
の
連
携
に
よ
っ
て

解
決
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

地
域
の
福
祉
力
を
強
化
・
活
性
化
す
る

た
め
に
は
、
市
民
一
人
一
人
が
「
困
っ
て

い
る
人
が
い
た
ら
手
助
け
し
よ
う
」「
地

域
で
支
え
合
お
う
」と
い
う
意
識
を
持
ち
、

行
動
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

そ
の
た
め
、
地
域
住
民
だ
け
で
な
く
、

民
生
委
員
児
童
委
員
や
社
会
福
祉
協
議
会

を
は
じ
め
、
自
治
会
、
福
祉
活
動
団
体
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
社
会
福
祉
法
人
、
事
業
所
、
行

政
等
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
も
っ
て
主

体
的
に
参
加
し
、
協
働
し
な
が
ら
、
全
て

の
人
が
人
に
役
立
つ
喜
び
を
大
切
に
す
る

社
会
（
地
域
共
生
社
会
）
を
構
築
し
て
い

く
「
地
域
福
祉
」
を
推
進
す
る
こ
と
が
必

要
で
す
。

地
域
福
祉
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
？

公的なサービスの提供
自助だけでは解決できない
課題についての支援

専門的なことの相談
公的なサービスの利用

自分でできないことは、
周りに助けを求める

共助だけでは解決できない課題
を行政や専門機関につなげる

共助の推進の支援
共助のみでは解決できない課題
についての連携と支援

出
水
市
地
域
福
祉

計
画
を
策
定

～子どもから高齢者まで健やかに暮らせる支え合いのまちづくり～
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地域住民等の参加や支え合い
による地域のコミュニティづ
くり

支援を必要としている人を支
える仕組みづくり

安全・安心に、誰もが快適に
暮らし続けられる環境づくり

自分や家族
ができるこ
と（自助）

◆隣近所の人と会った時に
　は、あいさつを心がけ、話
　しかけ交流するようにしま
　しょう。
◆地域のボランティア活動や
　自治会活動等、地域で行わ
　れている活動に関心を持ち
　ましょう。

◆困ったことや知りたいこと
　がある時には、家族や知り
　合い、行政の相談員に何で
　も相談しましょう。
◆福祉サービスに関心を持
　ち、情報を集めましょう。

◆日頃から災害時の準備を
　し、緊急時に対する備えを
　しましょう。
◆バリアフリーやユニバーサ
　ルデザインに関心を持ちま
　しょう。

地域のみん
なができる
こと（共助）

◆行事の時に隣近所の人に声
　かけを行い、参加しやすい
　雰囲気をつくりましょう。
◆地域コミュニティやボラン
　ティア活動において、スポ
　ーツ大会や行事を開催し、
　活発な世代間交流を行いま
　しょう。

◆地域活動等を通して、民生
　委員児童委員、地域包括支
　援センター等の相談窓口の
　周知をし、地域全体で連携
　しながら相談ごとに対応し
　ましょう。

◆災害時における安否確認や
　避難誘導等が円滑に行える
　よう、地域における支援体
　制の整備を進めましょう。
◆地域での見回りなどにより
　犯罪を未然に防ぐ活動を行
　いましょう。

　

こ
の
計
画
で
は
、
市
民
一
人
一
人
が

福
祉
の
受
け
手
で
あ
り
担
い
手
で
あ
る

と
い
う
地
域
に
お
け
る
支
え
合
い
の
意

識
を
育
み
、
互
い
に
思
い
や
り
、
誰
も

が
健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ

る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、「
子

ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
健
や
か
に
暮
ら

せ
る
支
え
合
い
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
（
基
本
理
念
）
に
し
て
、
さ

ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

　

地
域
福
祉
の
理
念
に
基
づ
き
、
市
民

が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
健
康
で
、
自

助
・
共
助
・
公
助
の
も
と
、
助
け
合
っ

て
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
、
取
り
組
み

施
策
の
目
標
と
し
て
次
の
３
項
目
を
掲

げ
ま
す
。

　

地
域
住
民
等
の
参
加
や
支
え
合
い
に

　
よ
る
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り

　

支
援
を
必
要
と
し
て
い
る
人
を
支
え

　
る
仕
組
み
づ
く
り

　

安
全
・
安
心
に
、
誰
も
が
快
適
に
暮

　
ら
し
続
け
ら
れ
る
環
境
づ
く
り

▼福祉の担い手ごとの具体的な取り組みの例

※ユニバーサルデザイン　年齢や障がいの有無、体格、性別、国籍等にかかわらず、できるだけ多くの人に
　わかりやすく、最初からできるだけ多くの人が利用可能であるように製品、建物、空間などをデザインす
　ること

　

全
て
の
市
民
が
住
み
慣
れ
た
地
域
の

中
で
、
心
豊
か
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
は
、
地
域

と
行
政
が
連
携
し
、
ま
ち
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
こ
の
計
画
の
推
進
に
当

た
っ
て
は
、
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
担
い

手
が
そ
れ
ぞ
れ
の
能
力
や
特
徴
を
生
か

し
、
役
割
を
果
た
し
な
が
ら
、
お
互
い

に
連
携
を
図
り
、「
協
働
」
に
よ
る
取

り
組
み
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

地
域
福
祉
計
画
書
は
、本
庁
福
祉
課
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
閲
覧
で
き
ま

す
。

 

本
庁
福
祉
課

　
（
☎
�
４
０
８
５
）

こ
の
計
画
が
目
指
す
も
の

３
つ
の
基
本
目
標

協
働
に
よ
る
計
画
の
推
進

基本
目標

実施
主体

心
豊
か
に
安
心
し
て

暮
せ
る
ま
ち
の
実
現

を
目
指
し
て
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　はじめよう！ごみのダイエット♪

　

①
生
ご
み
の
重
量
の
う
ち
、
80

㌫
は
水
分
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

生
ご
み
35
㌫
の
８
割
と
い
う
こ

と
は
、
紙
類
と
同
じ
28
㌫
は
、
水

分
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

燃
や
せ
る
ご
み
の
約
４
分
の
１

は
水
分
を
出
し
て
い
る
こ
と
に
な

り
、
そ
の
重
量
に
も
処
理
費
用
が

か
か
っ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
生
ご
み
処
理
機
な
ど

に
よ
る
生
ご
み
の
自
家
処
理
を
推

進
し
て
い
ま
す
が
、
生
ご
み
を
燃

や
せ
る
ご
み
で
出
す
場
合
は
、
水

切
り
を
し
っ
か
り
と
し
て
か
ら
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　

②
紙
類
や
④
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類

の
中
に
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
収
集
で

き
る
も
の
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
も
の
は
、

リ
サ
イ
ク
ル
収
集
に
出
す
こ
と

で
、
ご
み
の
減
量
化
に
つ
な
が
り

ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

ご
み
の
減
量
化
に
ご
協
力
を

　

燃
や
せ
る
ご
み
は
、
ど
の
よ
う
な

も
の
が
出
さ
れ
て
い
る
か
知
っ
て
い

ま
す
か
？

　

ご
み
の
構
成
比
率
（
重
さ
）
は
、

次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

①生ごみ　　　　

②紙類　　　　　

④プラスチック類

③その他　　　　
（せん定くずなど）　　　

⑤不燃物　　　　

〇台紙は、「その他の紙」にリサイクル
〇外包プラは、「その他プラ」にリサイクル
〇歯ブラシ本体は、燃やせるごみで出す

〇ボトルは、「ペットボトル」にリサイクル
〇キャップとラベルは外して、「その他プラ」
　にリサイクル

リサイクルの分け方など

　どのように分けてリサイクルに出せばいいか、いくつかの例を紹介します。

※プラマークなどの表示は、商品に付いているシールやラベルに記載してあります。
　缶詰などで本体はアルミでフタはスチールといったように材質が違うものもありますので、表示をよく
　見てそれぞれのリサイクルに出してください。
※ごみ減量に関するアイデアをお持ちの方は、ご連絡ください。
 本庁生活環境課（☎ 63 － 4042）

台紙は

外包プラは

本体は

ボトルは

キャップは
ラ ベ ル は 　

ペットボトル歯ブラシ

ぎゅっとひと絞り

燃やせるごみ
口のリングはつい

たままでＯＫ

外包プラ
台紙
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市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
食

育
へ
の
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
く

た
め
、
次
の
こ
と
に
つ
い
て
「
募

集
」
し
ま
す
。

①
食
に
関
す
る
俳
句
・
川
柳

②
我
が
家
の
自
慢
レ
シ
ピ

③
郷
土
料
理
の
レ
シ
ピ

④
親
子
で
作
っ
た
料
理

　
（
写
真
付
）

⑤
地
産
地
消
に
関
す
る
情
報

⑥
食
材
を
無
駄
に
し
な
い
レ
シ
ピ

※
食
育
に
関
す
る
こ
と
で
あ
れ
ば

　

何
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

※
今
後
、
広
報
紙
で
紹
介
し
て
い

　

き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
応
募
く

　

だ
さ
い
。

 

住
所
、
氏
名
、
連
絡
先
等
明

　

記
の
上
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た

　

は
Ｅ
メ
ー
ル
で
ご
応
募
く
だ
さ

　

い
。

※
様
式
は
問
い
ま
せ
ん
。

食
育
に
関
す
る

こ
と
に
つ
い
て

募
集
し
ま
す
♪

第
３
次
出
水
市
食
育
・

地
産
地
消
推
進
計
画

　

本
市
で
は
「
第
２
次
出
水
市
食
育
推

進
計
画
」
の
取
組
状
況
や
そ
の
成
果
、

最
近
の
食
を
取
り
巻
く
状
況
も
踏
ま
え
、

２
０
１
８
年
度
か
ら
２
０
２
２
年
度
ま

で
の
５
年
間
を
期
間
と
す
る
「
第
３
次

出
水
市
食
育
・
地
産
地
消
推
進
計
画
」

を
新
た
に
策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
は
、
本
市
の
食
育
推
進
の

あ
り
方
を
明
確
に
す
る
と
と
も
に
、
推

進
の
基
本
的
な
考
え
方
や
具
体
的
な
取

り
組
み
を
示
す
も
の
で
あ
り
、「
地
産

地
消
」
と
一
体
的
な
取
り
組
み
を
行
い
、

市
民
が
自
ら
食
育
推
進
の
た
め
の
活
動

を
実
践
す
る
と
と
も
に
、
生
涯
に
わ

た
っ
て
健
全
な
心
身
を
培
い
、
豊
か
な

人
間
性
を
育
む
こ
と
が
で
き
る
社
会
環

境
づ
く
り
を
目
指
す
も
の
で
す
。

基
本
的
な
考
え
方　

〇
本
市
の
食
育
推
進
の
あ
り
方
を
明
確

　

化
す
る
。

〇
推
進
の
基
本
的
な
考
え
方
や
具
体
的

　

な
取
り
組
み
を
示
す
。

〇
生
涯
に
わ
た
り
健
全
な
心
身
と
豊
か

　

な
人
間
性
を
育
む
。

〇
地
産
地
消
を
推
進
す
る
。　

【
第
３
次
食
育
・
地
産
地
消
推
進
計
画
か
ら
の
抜

粋
：
出
水
市
食
育
・
地
産
地
消
推
進
協
議
会
】

食育コーナー

 
出
水
市
食
育
・
地
産
地
消
推

　

進
協
議
会
事
務
局
（
本
庁
農
政

　

課
農
政
畜
産
係
内
）

　

〒
８
９
９

－
０
２
９
２

　

出
水
市
緑
町
１
番
３
号

　
（
☎
�
４
１
２
９
）

　
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
�
４
１
３
１
）

　

Ｅ
メ
ー
ル　

nousei_c@
city.

　

izum
i.kagoshim

a.jp

地産地消

食
育

県
議
会
議
員
選
挙
（
出
水

市
区
）
確
定
得
票
数

得
票
数　
氏　
名　
　
（
党　
派
）

当　
７
６
９
９
票　

小
幡　

興
太
郎

（
無
所
属
）

当　
７
６
２
２
票　

伊
藤　

浩
樹

（
自
由
民
主
党
）

　
　

５
８
２
０
票　

堀
口　

文
治

（
自
由
民
主
党
）

　
　

３
０
９
２
票　

池
田　

智
子

（
立
憲
民
主
党
）

（
敬
称
略
）

投
票
結
果

当
日
有
権
者
数

４
万
３
３
６
３
人

投
票
者
数

２
万
４
３
８
７
人

投
票
率　
　

56
・
24
㌫

開
票
結
果

投
票
総
数　
　
２
万
４
３
８
７
票

有
効
投
票
数　

２
万
４
２
３
３
票

無
効
投
票
数　
　
　
　

１
５
４
票
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Ｅ
メ
ー
ル　

bunkazai_c@

　

　

city.izum
i.kagoshim

a.jp

　

海
と
陸
の
は
ざ
ま
に
広
が
る
干

潟
の
環
境
や
、
そ
こ
に
生
息
す
る

生
き
物
を
学
ぼ
う
！

 

６
月
２
日
（
日
）

　
 

午
前
10
時
～
午
後
１
時

 
浦
田
川
お
よ
び
蛇
淵
川
河
口

集
合
場
所　
福
ノ
江
農
村
公
園
駐

　

車
場

 

無
料

対
象
者　
小
学
生
以
上

※
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
に
限
り

　

ま
す
。

定
員　
30
人

 

５
月
14
日
（
火
）
か
ら
電
話

　

で
受
け
付
け
ま
す
。

・

 

ク
レ
イ
ン
パ
ー
ク
い
ず

　

み
（
☎
�
８
９
１
５
）

　

市
政
説
明
会
を
次
の
と
お
り
開

催
し
ま
す
。

 

５
月
28
日
（
火
）
午
後
１
時

　

30
分

 

市
音
楽
ホ
ー
ル

内
容　
本
年
度
の
市
の
施
策
に
つ

　

い
て
説
明
を
行
い
ま
す
。

※
意
見
交
換
会
終
了
後
、
午
後
３

　

時
20
分
か
ら
公
共
施
設
マ
ネ
ジ

　

メ
ン
ト
に
関
す
る
講
演
会
を
開

　

催
し
ま
す
。

対
象
者　
自
治
会
長
お
よ
び
参
加

　

を
希
望
さ
れ
る
方

参
加
方
法　

　

自
治
会
長
以
外
で
、
参
加
を
希

　

望
さ
れ
る
方
は
、
説
明
資
料
を

　

準
備
し
ま
す
の
で
、
事
前
に
ご

　

連
絡
く
だ
さ
い
。

 

本
庁
企
画
政
策
課

　
（
☎
�
４
０
２
１
）

　

出
水
市
公
共
施
設
適
正
配
置
計

画
検
討
委
員
長
を
務
め
、
現
在
東

洋
大
学
客
員
教
授
の
南
学
氏
を
講

師
に
迎
え
、
公
共
施
設
の
現
状
や

全
国
の
先
進
事
例
の
紹
介
等
、
こ

れ
か
ら
の
公
共
施
設
の
あ
り
方
に

つ
い
て
、講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

講
演
会
だ
け
の
参
加
の
場
合
、

事
前
連
絡
は
不
要
で
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

市
で
は
、
史
跡
め
ぐ
り
歩
こ
う

大
会
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

先
人
が
残
し
た
旧
跡
等
を
歩
い

て
訪
ね
、
ふ
る
さ
と
の
文
化
や
歴

史
に
つ
い
て
の
見
聞
を
広
め
ま
せ

ん
か
。
今
回
は
米
ノ
津
東
地
区
の

史
跡
を
中
心
に
、
約
５
キ
ロ
㍍
を

歩
い
て
巡
り
ま
す
。

 

５
月
12
日
（
日
）

〇
受
け
付
け

　

午
前
９
時
～
同
９
時
30
分

〇
出
発　

　

午
前
９
時
40
分

〇
帰
着　

　

午
後
０
時
30
分
ご
ろ

集
合
・
解
散
場
所　

　

米
ノ
津
運
動
公
園

参
加
者　
健
康
な
方
で
あ
れ
ば
誰

　

で
も
参
加
で
き
ま
す
。た
だ
し
、

　

小
学
３
年
生
以
下
は
保
護
者
同

　

伴
に
限
り
ま
す
。

 

電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
、　

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

申
込
期
限　
５
月
９
日
（
木
）

 

本
庁
文
化
財
課

　
（
☎
�
２
１
０
８
）

　
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
�
２
２
０
２
）

ふ
る
さ
と
の
歴
史
に
触

れ
て
み
ま
せ
ん
か

催
　
　
　
し

催
　
　
　
し

博
物
館
講
座

「
干
潟
の
観
察
会
」

市
政
説
明
会

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
講
演
会

　

市
も
て
な
し
の
心
育
成
協
議
会

に
よ
る
「
あ
く
ま
き
と
新
茶
の
お

も
て
な
し
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
日
だ
け
特
別
に
、
薩
摩
の

郷
土
菓
子
「
あ
く
ま
き
」
と
出
水

の
新
茶
で
お
も
て
な
し
い
た
し
ま

す
。

　

ま
た
、
午
前
10
時
30
分
か
ら
は

居
合
の
演
武
、
午
後
２
時
か
ら
は

三
味
線
の
演
奏
も
あ
り
ま
す
。

 

５
月
４
日
（
土
・
祝
日
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

※
先
着
１
０
０
人

※
あ
く
ま
き
セ
ッ
ト
を
ご
注
文
さ

　

れ
た
方
に
は
、
出
水
の
ブ
ラ
ン

　

ド
米
「
ツ
ル
マ
チ
米
」
を
プ
レ

　

ゼ
ン
ト
し
ま
す
。（
１
０
０
人
）

 

市
公
開
武
家
屋
敷
「
竹
添
邸
」

 

１
０
０
円
（
１
人
当
た
り
）

※
別
途
入
館
料
が
必
要
で
す
。

 

本
庁
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
課

　
（
☎
�
４
０
６
１
）

あ
く
ま
き
と
新
茶
の

お
も
て
な
し

　

出
水
歴
史
民
俗
資
料
館
で
は

「
古
文
書
解
読
入
門
講
座
」
を
開

催
し
ま
す
。

　

初
心
者
を
対
象
に
し
た
全
５
回

の
講
座
で
す
。

 

６
月
８
・
15
・
22
・
29
日
、

　

７
月
６
日
の
各
土
曜
日

　

午
後
２
時
～
同
３
時
30
分

 

市
中
央
図
書
館
研
修
室

 

千
円
（
初
回
の
み
）

講
師　
当
館
職
員

　

肱
岡　

隆
夫

定
員　
20
人
（
先
着
順
）

 

直
接
ま
た
は
電
話
で
お
申
し

　

込
み
く
だ
さ
い
。

・

 

出
水
歴
史
民
俗
資
料
館

　
（
☎
�
０
２
５
６
）

古
文
書
解
読
入
門
講
座

５月の植木市
〇出水植木市場（ゴルフ場近く）
　５月 2日、12 日、22 日

〇高尾野植木市場（ＪＡ本所近く）
　５月 7日

セリには誰でも参加できます。
ぜひご来場ください♪

▷
講
師
の
南
学　
氏
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上
を
養
育
し
て
い
る
方
に
対
し
、

第
３
子
以
降
の
小
学
校
入
学
時
に

お
祝
い
金
を
贈
り
ま
す
。

支
給
対
象
者
（
次
の
要
件
を
全
て

満
た
す
方
）

○
３
子
以
上
を
養
育
し
て
い
る
方

○
第
３
子
以
降
の
児
童
の
小
学
校

　

入
学
日
に
お
い
て
、
養
育
者
が

　

本
市
に
１
年
以
上
住
所
を
有
す

　

る
方

対
象
児
童
（
今
年
度
就
学
児
童
）

　

２
０
１
２
年
４
月
２
日
～
２
０

　

１
３
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
児

　

童
支
給
金
額　
10
万
円

申
請
期
限　
当
該
入
学
の
年
度
末

必
要
書
類　

○
ツ
ル
の
里
子
宝
お
祝
い
金
支
給

　

申
請
書

※
対
象
と
思
わ
れ
る
方
に
は
申
請

　

書
を
送
付
し
て
い
ま
す
。
申
請

　

が
お
済
み
で
な
い
方
は
、
早
め

　

の
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
納
税
に
関
す
る
証
明
書
（
本
庁

　

税
務
課
ま
た
は
各
支
所
総
合
市

　

民
課
で
証
明
を
受
け
て
く
だ
さ

　

い
。（
証
明
手
数
料
２
０
０
円
））

○
振
込
先
の
金
融
機
関
の
通
帳　

　
（
保
護
者
名
義
の
も
の
）

○
印
鑑
（
シ
ャ
チ
ハ
タ
不
可
）

・

 

本
庁
こ
ど
も
課

　
（
☎
�
４
０
４
７
）

　

高
尾
野
支
所
総
合
市
民
課

　
（
☎
�
５
４
２
２
）

　

野
田
支
所
総
合
市
民
課

　
（
☎
�
４
８
１
４
）

　

市
で
は
、
手
話
奉
仕
員
お
よ
び

点
訳
奉
仕
員
の
養
成
講
座
を
下
表

と
お
り
開
催
し
ま
す
。

　

受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
入
門
課
程
修
了
者
対
象
の
手
話

　

奉
仕
員
養
成
講
座（
基
礎
課
程
）

　

は
、10
月
か
ら
開
講
す
る
た
め
、

　

９
月
に
募
集
し
ま
す
。

・

 

本
庁
福
祉
課

　
（
☎
�
４
０
４
５
）

　

出
水
駅
前
で
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

30
店
の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
・

飲
食
店
の
出
店
が
あ
り
、
ダ
ン
ス

な
ど
の
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
も
盛

り
だ
く
さ
ん
で
す
。

　

堆
肥
の
無
料
配
布
（
先
着

２
０
０
袋
）
や
サ
ラ
玉
の
詰
め
放

題
も
あ
り
ま
す
。

 

５
月
26
日
（
日
）

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

※
雨
天
中
止

 

出
水
駅
西
口
多
目
的
広
場

出
水
駅
周
辺
施
設
指
定
管
理
者

　
（
株
）
ト
シ
ヒ
ロ
出
水
支
店

　
（
☎
�
９
４
５
５
）

い
ず
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　
　
　
　
　
フ
ェ
ス
タ

　

公
益
社
団
法
人
北
薩
法
人
会
に

よ
る
記
念
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま

す
。

 

５
月
29
日
（
水
）

　

午
後
４
時
30
分
～
同
６
時

 

ホ
テ
ル
キ
ン
グ

 

無
料

第
一
部　

〇
講
師　

日
髙
康
司
氏
（
出
水
税

　

務
署
法
人
課
税
部
門
統
括
国
税

　

調
査
官
）

〇
演
題　
「
消
費
税
が
変
わ
り
ま

　

す
。」

第
二
部　

〇
講
師　

伊
藤
祐
一
郎
氏
（
前
鹿

　

児
島
県
知
事
）

〇
演
題　
「
平
成
を
ふ
り
返
っ
て
」

定
員　
１
０
０
人

 

北
薩
法
人
会
事
務
局

　
（
☎
�
１
３
３
８
）

　

市
で
は
、
少
子
化
対
策
の
一
つ

と
し
て
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
の

健
や
か
な
成
長
を
願
い
、
３
子
以

北
薩
法
人
会

　
　
　
記
念
講
演
会

子
　
育
　
て

子
　
育
　
て

第
３
子
以
降
の
就
学
時
に

お
祝
い
金

募
　
　
　
集

募
　
　
　
集

手
話
や
点
訳
を
学
び
ま

せ
ん
か

手話奉仕員養成講座
（入門課程）

手話奉仕員養成講座
（基礎課程） 点訳奉仕員養成講座

実施日 ５月 16 日～９月 26 日の毎週木
曜日（19 回開催）

10 月３日～３月 19 日の毎週木
曜日（１月２日を除く）（23 回
開催）

５月 25 日～３月 28 日の毎月第
２・４土曜日（祝祭日は振り替
え有）（21 回開催）

時　間 午後７時～同９時 午後７時～同９時 午前９時～正午
場　所 市社会福祉会館

応募期限 ５月 15 日（水） 10 月２日（水） ５月 24 日（金）
開講式 ５月 16 日（木）午後７時 10 月３日（木）午後７時 ５月 25 日（土）午前９時
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12
月
８
日
（
日
）、
市
文
化
会

館
で
開
催
さ
れ
る「
出
水
音
楽
祭
」

に
出
演
を
希
望
す
る
団
体
を
募
集

し
ま
す
。

参
加
資
格　
年
間
を
通
じ
市
内
で 

　

活
動
し
て
い
る
合
唱
ま
た
は
器

　

楽
合
奏
の
団
体

参
加
要
領　
出
演
に
要
す
る
経
費

　

は
、出
演
者
の
負
担
と
し
ま
す
。

※
１
団
体
当
た
り
の
持
ち
時
間
・

　

出
演
順
番
等
は
、
出
演
団
体
で

　

組
織
す
る
実
行
委
員
会
で
決
定

　

し
ま
す
。

応
募
期
限　
６
月
30
日
（
日
）

 

市
中
央
公
民
館
に
備
え
て
あ

　

る
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

　

の
上
、お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
第
１
回
実
行
委
員
会
を
７
月
11

　

日
（
木
）
午
後
７
時
か
ら
市
中

　

央
公
民
館
学
習
室
１
で
開
催
し

　

ま
す
。

 

市
中
央
公
民
館

　
（
☎
�
２
１
０
６
）

「
出
水
音
楽
祭
」
の
出
演

団
体
募
集

　

市
教
育
委
員
会
で
は
２
０
２
０

年
度
の
奨
学
生
を
予
約
募
集
し
ま

す
。

利
子　
無
利
子

申
込
期
間　
５
月
10
日
（
金
）
～

　

９
月
10
日
（
火
）

応
募
資
格

※
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
必

　

要
が
あ
り
ま
す
。

【
修
学
資
金
】

①
大
学
、
高
等
専
門
学
校
、
大
学

　

院
、
短
期
大
学
、
専
修
学
校
の

　

専
門
課
程
、
専
門
職
大
学
ま
た

　

は
専
門
職
短
期
大
学
に
在
学
ま

　

た
は
進
学
し
よ
う
と
す
る
者

②
学
業
お
よ
び
人
物
が
優
秀
か
つ

　

健
康
で
あ
る
者

③
申
込
日
に
お
い
て
、
保
護
者
が

　

本
市
に
３
年
以
上
継
続
し
て
在

　

住
し
て
い
る
者

④
学
資
の
支
払
い
が
困
難
と
認
め

　

ら
れ
る
者

【
入
学
一
時
金
】

①
大
学
、
短
期
大
学
、
専
修
学
校

　

の
専
門
課
程
、
専
門
職
大
学
ま

　

た
は
専
門
職
短
期
大
学
に
進
学

　

し
よ
う
と
す
る
者

※
②
～
④
は
修
学
資
金
と
同
じ

奨
学
金
の
額

【
修
学
資
金
】

〇
高
等
専
門
学
校
（
１
～
３
年

　

次
）　

月
額
２
万
円
以
内

〇
大
学
、
高
等
専
門
学
校
（
４
・

　

５
年
次
）、大
学
院
、短
期
大
学
、

　

専
修
学
校
の
専
門
課
程
、
専
門

　

職
大
学
、
専
門
職
短
期
大
学

　

月
額
４
万
円
以
内

【
入
学
一
時
金
】

〇
大
学
、
短
期
大
学
、
専
修
学
校

　

の
専
門
課
程
、
専
門
職
大
学
、

　

専
門
職
短
期
大
学

　

一
括
50
万
円
以
内

返
還
補
助
ま
た
は
免
除

　

修
学
資
金
の
貸
与
者
で
、
大
学

等
卒
業
後
１
年
以
内
に
本
市
に
居

住
し
、就
労
の
実
態
が
あ
る
場
合
、

居
住
年
数
に
応
じ
た
返
還
支
援
の

補
助
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
入
学
一
時
金
の
貸
与
者

に
つ
い
て
は
、
大
学
等
卒
業
後
１

年
以
内
に
本
市
に
居
住
し
、
就
労

の
実
態
が
３
年
間
継
続
す
る
場

合
、
返
還
を
免
除
し
ま
す
。

 
所
定
の
申
込
書
（
本
庁
教
育

　

総
務
課
、
同
総
合
案
内
所
、
各

　

支
所
総
合
市
民
課
で
配
布
ま
た

　

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

　

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。）
に
必

　

要
事
項
を
記
入
の
上
、
推
薦
調

　

書
等
を
添
え
て
教
育
総
務
課
に

　

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

 

本
庁
教
育
総
務
課

　
（
☎
�
４
０
７
８
）

鶴
の
恩
返
し
奨
学
金

～
奨
学
生
予
約
募
集
～

　

県
立
宮
之
城
高
等
技
術
専
門
校

で
は
、
離
職
者
の
再
就
職
支
援
と

し
て
介
護
職
員
初
任
者
研
修
の
訓

練
生
を
募
集
し
ま
す
。

訓
練
期
間　
６
月
６
日
（
木
）
～

　

９
月
５
日
（
木
）

訓
練
場
所　
ニ
チ
イ
学
館
出
水
校

 

無
料

※
テ
キ
ス
ト
代
お
よ
び
保
険
料
は

　

自
己
負
担

訓
練
内
容

　

介
護
職
の
知
識
・
技
能
・
実
習

　

お
よ
び
就
職
支
援
等

応
募
資
格　

　

雇
用
保
険
受
給
資
格
者（
優
先
）

　

お
よ
び
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職

　

申
し
込
み
を
し
て
同
長
の
受
講

　

推
薦
が
受
け
ら
れ
る
方

定
員　
22
人

応
募
期
限　
５
月
13
日
（
月
）

選
考
試
験　
５
月
23
日
（
木
）

選
考
会
場　
県
立
宮
之
城
高
等
技

　

術
専
門
校

 

最
寄
り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

 

県
立
宮
之
城
高
等
技
術
専
門

　

校
（
☎
０
９
９
６

－

５
３

－

０

　

２
０
７
）

介
護
職
初
任
者
研
修
の

　
　
　
訓
練
生
を
募
集

　

県
立
宮
之
城
高
等
技
術
専
門
校

で
は
、
離
職
者
の
再
就
職
支
援
と

し
て
パ
ソ
コ
ン
基
礎
科
の
訓
練
生

を
募
集
し
ま
す
。

訓
練
期
間　
７
月
２
日
（
火
）
～

　

10
月
１
日
（
火
）

訓
練
場
所　
出
水
共
同
高
等
職
業

　

訓
練
校

 

無
料

※
テ
キ
ス
ト
代
お
よ
び
訓
練
生
総

　

合
保
険
料
は
自
己
負
担

訓
練
内
容

　

パ
ソ
コ
ン
技
能
の
習
得
、
キ
ャ

　

リ
ア
支
援

応
募
資
格　

　

雇
用
保
険
受
給
資
格
者（
優
先
）

　

お
よ
び
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職

　

申
し
込
み
を
し
て
同
長
の
受
講

　

推
薦
が
受
け
ら
れ
る
方

定
員　
22
人

応
募
期
限　
６
月
６
日
（
木
）

選
考
試
験　
６
月
18
日
（
火
）

選
考
会
場　
県
立
宮
之
城
高
等
技

　

術
専
門
校

 

最
寄
り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

 

県
立
宮
之
城
高
等
技
術
専
門

　

校
（
☎
０
９
９
６

－

５
３

－

０

　

２
０
７
）

パ
ソ
コ
ン
基
礎
科
の

　
　
　
訓
練
生
を
募
集
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県
で
は
、
全
国
戦
没
者
追
悼
式

へ
の
参
列
を
希
望
さ
れ
る
遺
族
の

方
を
募
集
し
ま
す
。

 

８
月
15
日
（
木
）

※
前
日
か
ら
の
団
体
行
動
に
な
り

　

ま
す
。

 

日
本
武
道
館

　
（
東
京
都
千
代
田
区
）

対
象
者

○
戦
没
者
の
配
偶
者
お
よ
び
三
親

　

等
内
の
遺
族

○
一
般
戦
災
死
没
者
の
配
偶
者
お

　

よ
び
三
親
等
内
の
遺
族

※
過
去
に
参
列
し
た
こ
と
が
な
い

　

方
を
優
先
し
ま
す
。

※
「
次
世
代
へ
の
継
承
」
と
い
う

　
観
点
か
ら
18
歳
未
満
の
遺
族
も

　
募
集
し
ま
す
。

申
込
期
間　

 

５
月
７
日
（
火
）

　

～
同
31
日
（
金
）

募
集
人
員　
65
人
（
県
全
体
）

※
申
込
者
多
数
の
場
合
、
選
考
と

　

な
り
ま
す
。

 

本
庁
福
祉
課

 

本
庁
福
祉
課

　
（
☎
�
４
０
８
５
）

　

県
庁
社
会
福
祉
課
（
☎
０
９
９

　

－
２
８
６

－

２
８
３
０
）

全
国
戦
没
者
追
悼
式
の

参
列
遺
族
を
募
集

　

公
益
財
団
法
人
・
国
際
青
少
年

研
修
協
会
で
は
、
夏
休
み
期
間
中

の
海
外
研
修
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
９

コ
ー
ス
の
参
加
者
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

※
コ
ー
ス
に
よ
っ
て
体
験
内
容
・

　

日
程
・
参
加
費
・
応
募
期
限
等

　

が
異
な
り
ま
す
。

内
容　
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
・
ボ
ラ
ン

　

テ
ィ
ア
・
文
化
交
流
・
学
校
体

　

験
・
英
語
研
修
・
地
域
見
学
・

　

野
外
活
動
等

 

７
月
26
日
（
金
）
～
８
月
20

　

日
（
火
）
の
う
ち
８
～
18
日
間

 

イ
ギ
リ
ス
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

　

ア
・
カ
ナ
ダ
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・

　

フ
ィ
ジ
ー

 

36
万
円
～
65
万
円

対
象
者　
小
学
３
年
生
～
高
校
３

　

年
生

応
募
期
限　
５
月
24
日
（
金
）
ま

　

た
は
６
月
７
日
（
金
）

※
説
明
会
は
、
５
月
19
日
（
日
）

　

に
福
岡
市
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

 

公
益
財
団
法
人
国
際
青
少
年

　

研
修
協
会
（
☎
０
３

－

６
４
１

　

７

－

９
７
２
１
）

夏
休
み
海
外
研
修
交
流

事
業　
参
加
者
募
集

行
政
相
談
委
員

　

次
の
と
お
り
春
の
巡
回
行
政
相

談
所
を
開
設
し
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日　時 場　所

５月 21 日（火）
午前９時～正午

高尾野公民館
研修室

野田支所
市民相談室

５月 23 日（木）
午前 10 時～午後３時

中央公民館
学習室３・４

滝本俊治さん（茶円堀）
（☎ 63 － 0080）

濵島洋子さん（名古中）
（☎ 67 － 0235）

冨田　宏さん（西通）
（☎ 84 － 2238）

樋口孝志さん（木牟礼）
（☎ 85 － 5643）

　

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、
行
政

の
仕
事
な
ど
に
つ
い
て
、
苦
情
や

要
望
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
行

政
相
談
委
員
は
、
行
政
の
仕
事
に

関
す
る
相
談
を
受
け
付
け
、
助
言

や
行
政
機
関
に
対
す
る
改
善
の
申

し
入
れ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

次
の
と
お
り
、
行
政
相
談
を
行

い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

 

５
月
９
日
（
木
）

※
毎
月
第
２
木
曜
日

　

午
前
10
時
～
正
午

 

市
社
会
福
祉
会
館

　

２
階
研
修
室

 

無
料

※
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

困
っ
た
ら

一
人
で
悩
ま
な
い
で

※電話での相談にも応じます。

相
　
　
　
談

相
　
　
　
談

 

本
庁
総
務
課

　
（
☎
�
４
１
２
４
）

　

鹿
児
島
行
政
監
視
行
政
相
談
セ

　

ン
タ
ー
（
☎
０
９
９

－

２
２
４

　

－

３
２
４
７
）

定
例
行
政
相
談
所
開
設

巡
回
行
政
相
談
所
開
設電話での相談にも応じます

お気軽にご相談ください！
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※
人
権
擁
護
委
員
が
相
談
に
応

　

じ
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

※
法
務
局
で
は
、
休
日
を
除
き
人

　

権
相
談
所
を
常
設
し
て
い
ま

　

す
。

 

本
庁
市
民
生
活
課　

　
（
☎
�
４
０
３
８
）

　

高
尾
野
支
所
総
合
市
民
課

　
（
☎
�
５
４
１
６
）

　

野
田
支
所
総
合
市
民
課

　
（
☎
�
４
８
１
３
）

　

鹿
児
島
地
方
法
務
局
川
内
支
局

　
（
☎
０
９
９
６

－

２
２

－

２
３

　

０
０
）

　

皆
さ
ん
が
お
住
ま
い
の
地
域

に
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
呼

ば
れ
る
方
々
が
い
る
の
を
ご
存
じ

で
す
か
。
民
生
委
員
は
、
民
生
委

　

６
月
１
日
は
、
人
権
擁
護
委
員

法
が
施
行
さ
れ
た
日
で
す
。

　

１
９
４
８
年
に
政
令
に
基
づ
い

て
人
権
擁
護
委
員
制
度
が
設
け
ら

れ
、
翌
１
９
４
９
年
６
月
１
日
に

人
権
擁
護
委
員
法
が
施
行
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
国
民
の
基
本

的
人
権
を
擁
護
し
見
守
る
、
民
間

人
に
よ
る
人
権
擁
護
機
関
が
誕
生

し
ま
し
た
。
こ
れ
が
我
が
国
に
お

け
る
人
権
擁
護
委
員
制
度
の
始
ま

り
で
す
。

　

本
市
に
は
、
法
務
大
臣
が
委
嘱

し
た
人
権
擁
護
委
員
が
い
ま
す
。

出
水
地
区

○
西
尾
久
子
氏
○
吉
田
一
郎
氏

○
井
手
上
正
弘
氏
○
橋
口
悦
朗
氏

○
永
野
裕
子
氏

高
尾
野
地
区

○
井
手
上
文
雄
氏
○
家
村
照
子
氏

野
田
地
区

○
平
中
す
み
子
氏
○
橋
口
靖
一
氏

６
月
１
日
は

「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

 

６
月
３
日
（
月
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

 

市
中
央
公
民
館

　
高
尾
野
農
業
者
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

　

野
田
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

 

無
料

特
設
人
権
相
談
所
を
開
設

ご
存
知
で
す
か
？

「
民
生
委
員・児
童
委
員
」

民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
は
？

員
法
に
基
づ
い
て
厚
生
労
働
大
臣

か
ら
委
嘱
さ
れ
た
非
常
勤
の
地
方

公
務
員
で
す
。
社
会
福
祉
の
増
進

の
た
め
に
、
地
域
住
民
の
立
場
か

ら
生
活
や
福
祉
全
般
に
関
す
る
相

談
・
援
助
活
動
を
行
っ
て
お
り
、

創
設
か
ら
１
０
０
年
の
歴
史
を
持

つ
制
度
で
す
。
ま
た
、
全
て
の
民

生
委
員
は
児
童
福
祉
法
に
よ
っ
て

児
童
委
員
も
兼
ね
て
お
り
、
妊
娠

中
の
心
配
ご
と
や
子
育
て
の
不
安

に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
や
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

核
家
族
化
が
進
み
、
地
域
社
会

の
つ
な
が
り
が
薄
く
な
っ
て
い
る

今
日
、
子
育
て
や
介
護
の
悩
み
を

抱
え
る
人
や
、
障
が
い
の
あ
る

方
・
高
齢
者
な
ど
が
孤
立
し
、
必

要
な
支
援
を
受
け
ら
れ
な
い
ケ
ー

ス
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
民
生

委
員
・
児
童
委
員
が
地
域
住
民
の

身
近
な
相
談
相
手
と
な
り
、
支
援

を
必
要
と
す
る
住
民
と
行
政
や
専

門
機
関
を
つ
な
ぐ
パ
イ
プ
役
を
務

め
ま
す
。　

　

地
域
の
「
民
生
委
員
児
童
委
員

協
議
会
」
に
所
属
し
、
地
域
の
実

情
に
合
わ
せ
て
福
祉
に
関
す
る
幅

広
い
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員

の
中
か
ら
厚
生
労
働
大
臣
に
指
名

さ
れ
て
、
児
童
福
祉
に
関
す
る
事

項
を
専
門
に
担
当
す
る
主
任
児
童

委
員
が
い
ま
す
。

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
主
任

児
童
委
員
は
、
地
域
住
民
で
あ
る

皆
さ
ん
と
同
じ
立
場
で
相
談
に
の

り
、
必
要
で
あ
れ
ば
福
祉
制
度
や

子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
関
係
機
関
へ
つ
な
ぐ

役
割
を
果
た
し
ま
す
。

　

高
齢
者
や
障
が
い
を
お
持
ち
の

方
へ
の
支
援
が
必
要
な
と
き
、
子

育
て
や
介
護
で
の
心
配
ご
と
や
不

安
と
い
っ
た
困
っ
た
こ
と
が
あ
る

と
き
は
、
お
住
ま
い
の
地
域
の
民

生
委
員
・
児
童
委
員
、
主
任
児
童

委
員
へ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
主

任
児
童
委
員
に
は
守
秘
義
務
が
あ

り
、
相
談
し
た
方
の
秘
密
は
守
ら

れ
ま
す
。

　

地
域
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、

主
任
児
童
委
員
に
つ
い
て
知
り
た

い
場
合
は
、
本
庁
福
祉
課
ま
た
は

各
支
所
総
合
市
民
課
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

１
９
１
７
（
大
正
６
）
年
５
月

12
日
に
、
民
生
委
員
制
度
の
も
と

に
な
る
済
世
顧
問
制
度
を
定
め
た

岡
山
県
済
世
顧
問
制
度
設
置
規
程

の
公
布
日
に
ち
な
み
、
こ
の
日
が

定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
連
合

会
で
は
、
毎
年
、「
民
生
委
員
・

児
童
委
員
の
日
」
で
あ
る
５
月
12

日
か
ら
の
１
週
間
を
「
活
動
強
化

週
間
」
と
し
て
、
民
生
委
員
・
児

童
委
員
、
主
任
児
童
委
員
や
そ
の

活
動
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
も

ら
う
た
め
、
全
国
各
地
で
さ
ま
ざ

ま
な
Ｐ
Ｒ
活
動
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
本
市
に
お
い
て
も
街
頭
Ｐ
Ｒ

活
動
や
あ
い
さ
つ
運
動
な
ど
を
行

い
ま
す
。

 

本
庁
福
祉
課

　
（
☎
�
４
０
８
５
）

　

高
尾
野
支
所
総
合
市
民
課
市
民

　

福
祉
グ
ル
ー
プ

　
（
☎
�
５
４
１
６
）

　

野
田
支
所
総
合
市
民
課
市
民
福

　

祉
グ
ル
ー
プ

　
（
☎
�
４
８
１
４
）

ど
ん
な
活
動
を
し
て
い
る
の
？

民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
相
談

し
た
い
と
き
は
？

５
月
12
日
は
「
民
生
委
員
・
児

童
委
員
の
日
」

支えあう　住みよい社会　地域から
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本
市
で
は
、
永
年
社
会
に
貢
献

さ
れ
た
高
齢
者
を
祝
福
し
、
敬
老

の
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
さ
ら

な
る
長
寿
を
祈
念
し
て
祝
金
等
を

贈
呈
し
て
い
ま
す
。

　

介
護
予
防
事
業
の
充
実
を
図
る

た
め
、
本
年
度
か
ら
そ
の
内
容
を

次
の
よ
う
に
見
直
し
ま
し
た
。

対
象
者　

　

本
市
に
居
住
し
、
住
民
登
録
を

有
す
る
方
で
、
満
90
歳
・
95
歳
・

１
０
０
歳
・
１
０
５
歳
に
到
達
し

た
方
お
よ
び
男
女
そ
れ
ぞ
れ
の
最

高
齢
者
。

支
給
額　

　

90
歳　

２
万
円

　

95
歳　

３
万
円

　

１
０
０
歳　

５
万
円

　

１
０
５
歳　

10
万
円

　

最
高
齢
者
（
男
女
そ
れ
ぞ
れ
）　

10
万
円

贈
呈
時
期　

　

90
歳
・
95
歳
の
方
は
誕
生
月
の

翌
月
に
、
１
０
０
歳
・
１
０
５
歳

の
方
は
誕
生
月
に
贈
呈
し
ま
す
。

　

ま
た
、
９
月
に
は
男
女
そ
れ
ぞ

れ
の
最
高
齢
者
を
市
長
が
訪
問

し
、
10
万
円
を
贈
呈
し
ま
す
。

※
申
請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

 

本
庁
い
き
い
き
長
寿
課

　
（
☎
�
４
０
４
６
）

　

市
で
は
、
国
民
健
康
保
険
ま
た
は

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
の
一
日

外
来
人
間
ド
ッ
ク
の
受
検
料
補
助
を

行
っ
て
い
ま
す
。利
用
は
、一
般
ド
ッ

ク
ま
た
は
脳
ド
ッ
ク
の
い
ず
れ
か
で

年
度
内
１
回
で
す
。
ド
ッ
ク
受
検
者

は
、
特
定
健
康
診
査
（
国
民
健
康
保

険
）、長
寿
健
診（
後
期
高
齢
者
医
療
）

を
受
け
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

対
象
者

○
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者

　

本
年
４
月
１
日
現
在
、
35
歳
以
上

　

で
被
保
険
者
期
間
が
６
カ
月
以
上
、

　

か
つ
前
年
度
分
ま
で
の
国
保
税
を

　

完
納
し
て
い
る
方
。

○
後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者

　

前
年
度
分
ま
で
の
保
険
料
を
完
納

　

し
て
い
る
方
。

市
内
医
療
機
関
を
受
検
す
る
方

 　

保
険
証
と
印
鑑
（
シ
ャ
チ
ハ
タ
不

可
）
を
お
持
ち
に
な
り
、
本
庁
市
民

生
活
課
ま
た
は
各
支
所
総
合
市
民
課

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間　
５
月
15
日
（
水
）
午
前

　

８
時
30
分
～
定
員
に
達
す
る
ま
で

検
査
実
施
期
間　
本
年
６
月
～
２
０

　

２
０
年
３
月

市　
内　
医　
療　
機　
関

一般ドック（一般コース・女性コース） 脳ドック

定員

国保 後期高齢

国保 40 人 後期高齢５人
一般コース 女性コース 一般コース 女性コ－ス

58 人 10 人 15 人 ４人

※女性コースは出水総合医療センターのみで実施

検査内容
計測、循環器、消化器、肝機能、腎機能、血清脂質、糖尿病、
すい機能、貧血、痛風、一般血液、検尿、精密眼底、腹部
超音波等の検査
乳がん検査・子宮がん検診（女性コースのみ）

ＭＲＡ（脳の血流）検査、
ＭＲＩ（脳の断層撮影）検査、
計測、循環器、肝機能、血清
脂質、糖尿病、一般血液等の
検査

補助額
および

自己負担額

＜一般コース＞
補助上限額 25,000 円
自己負担額 13,000 円

＜女性コース＞
補助上限額 38,000 円
自己負担額 15,600 円

※出水総合医療センターのみ実施

補助上限額 29,000 円
自己負担額 13,000 円

指定医療機関 出水総合医療センターまたは市が指定した市内医療機関 出水総合医療センター

市
外
医
療
機
関

補助額

＜一般コース＞
補助上限額 23,000 円
（18,000 円※）

＜女性コース＞
補助上限額 26,000 円
（21,000 円※）

＜大腸コース＞
補助上限額 31,000 円
（26,000 円※）

※は、特別料金対象者の場合。
　詳しくは、ＪＡ鹿児島いずみ生活燃料課にお問い合わせください。

指定医療機関 鹿児島厚生連病院健康管理センター

一
日
人
間
ド
ッ
ク
の

　
　
　
　
利
用
者
を
募
集

問い合わせ先
　本庁市民生活課（⑥番窓口）（☎ 63 － 4041）　　　　ＪＡ鹿児島いずみ生活燃料課（☎ 64 － 2625）
　高尾野支所総合市民課（②番窓口）（☎ 82 － 5416）
　野田支所総合市民課（①番窓口）（☎ 84 － 4813）

※市外医療機関を利用する方は、ＪＡ鹿児島いずみ生活燃料課にお問い合わせください。

健
　
　
　
康

健
　
　
　
康

長
寿
祝
金
の
見
直
し

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ
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米ノ津東・高尾野地区
地区 月  日 会　場 時　間

米
ノ
津
東
地
区

５
月
８
日
（
水
）

元町自治公民館 ９：30 ～ ９：40

天神自治公民館 ９：45 ～ ９：55

米ノ津東自治公民館 10：05 ～ 10：15

平松西自治公民館 10：25 ～ 10：35

平松東自治公民館 10：45 ～ 10：55

六月田中自治公民館 11：05 ～ 11：15

六月田下自治公民館 11：25 ～ 11：35

名古（漁村の家） 11：45 ～ 11：55

高
尾
野
地
区

５
月
９
日
（
木
）

千間山集落ｾﾝﾀｰ ９：20 ～ ９：30

上の原集落ｾﾝﾀｰ ９：40 ～ ９：50

松ケ野集落ｾﾝﾀｰ 10：00 ～ 10：10

大久保集落ｾﾝﾀｰ 10：20 ～ 10：30

本町集落ｾﾝﾀｰ 10：40 ～ 10：50

上り立集落ｾﾝﾀｰ 11：00 ～ 11：15

浦集落ｾﾝﾀｰ 13：30 ～ 13：40

野添上集落ｾﾝﾀｰ 13：50 ～ 14：00

野添下集落ｾﾝﾀｰ 14：10 ～ 14：25

柴引集落ｾﾝﾀｰ 14：35 ～ 14：50

５
月
10
日
（
金
）

大和集落ｾﾝﾀｰ ９：30 ～ ９：40

麓集落ｾﾝﾀｰ ９：50 ～ 10：00

中里集落ｾﾝﾀｰ 10：10 ～ 10：20

下高尾野上集落ｾﾝﾀｰ 10：30 ～ 10：40

下高尾野下集落ｾﾝﾀｰ 10：50 ～ 11：00

唐笠木集落ｾﾝﾀｰ 11：10 ～ 11：25

本城地区多目的集会施設 13：30 ～ 13：40

石坂集落ｾﾝﾀｰ 13：50 ～ 14：00

内野々下集落ｾﾝﾀｰ 14：10 ～ 14：20

内野々上集落ｾﾝﾀｰ 14：30 ～ 14：40

下水流・江内・野田地区
地区 月  日 会　場 時　間

下
水
流
地
区

５
月
14
日
（
火
）

上水流集落ｾﾝﾀｰ ９：20 ～ ９：35

西水流集落ｾﾝﾀｰ ９：45 ～ ９：55

東水流集落ｾﾝﾀｰ 10：05 ～ 10：20

下山集落ｾﾝﾀｰ 10：30 ～ 10：40

江
内
地
区

荒崎集落ｾﾝﾀｰ 10：55 ～ 11：05

尾野島浜集落ｾﾝﾀｰ 11：15 ～ 11：25

江内北部ｺﾐｭﾆﾃｨｰｾﾝﾀｰ 11：35 ～ 11：45

東辺田集落ｾﾝﾀｰ 11：55 ～ 12：05

江
内
・
野
田
地
区

５
月
15
日
（
水
）

屋地公民館 ９：30 ～ ９：45

木牟礼集落ｾﾝﾀｰ ９：55 ～ 10：05

江内カントリーコア 10：15 ～ 10：35

連尺野構造改善ｾﾝﾀｰ 10：45 ～ 10：55

木串集落ｾﾝﾀｰ 11：05 ～ 11：15

餅井地区集会施設 13：35 ～ 13：50

野田支所駐車場 14：00 ～ 14：20

八幡自治公民館 14：30 ～ 14：40

中郡自治公民館 14：50 ～ 15：00

野
田
地
区

５
月
16
日
（
木
）

仮屋公民館 ９：30 ～ ９：40

天神ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ ９：50 ～ 10：00

大久公民館 10：10 ～ 10：20

久木野自治公民館 10：30 ～ 10：40

上特手集会施設 10：50 ～ 11：00

青木原集落公民館 11：10 ～ 11：20
５
月
19
日
（
日
）

野田支所駐車場 ９：30 ～ 10：00

高尾野農業者健康管理ｾﾝﾀｰ 10：15 ～ 10：45

2019 年度　狂犬病予防集合注射５月分日程表
～４月から６月までは、狂犬病予防注射月間です。都合の良い会場で接種しましょう～

○登録している犬の所有者には、狂犬病予防集合注射の案内および
　問診票を送付していますので、必ず問診票を持参してください。
※登録しているのに通知が届かない方や、問診票を紛失された方は
　ご連絡ください。
○登録していない犬は、当日会場で登録（新規登録手数料 3,000 円）
　と注射ができます。
〇日程表以外に、市内の動物病院でも注射および登録ができます。
〇登録のある犬が病気や老衰などで死亡した場合は、死亡届をして
　いただく必要がありますのでご連絡ください。

 本庁生活環境課（☎ 63 － 4042）

▷
鑑
札
と
注
射
済
票
は
、

　

犬
（
首
輪
）
に
必
ず
付

　

け
て
く
だ
さ
い
。

注射手数料（年１回）　3,400 円
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区分 昨年度まで 本年度から

医療給付費分 58万円 61 万円

後期高齢者支援金分 19万円 19 万円

介護納付金分 16万円 16 万円

合計 93万円 96 万円

　

国
民
健
康
保
険
税
の
課
税
限
度

額
お
よ
び
軽
減
基
準
額
を
改
正
し

ま
し
た
。

課
税
限
度
額
の
見
直
し　

　

国
の
税
制
改
正
に
基
づ
き
、
国

民
健
康
保
険
税
の
負
担
の
上
限
と

な
る
賦
課
限
度
額
に
つ
い
て
、
医

療
給
付
費
分
を
３
万
円
引
き
上
げ

ま
し
た
。

中
低
所
得
者
に
係
る
軽
減
の
拡
充

　

中
低
所
得
者
層
の
国
民
健
康
保

険
税
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
被

保
険
者
均
等
割
お
よ
び
世
帯
割
の

５
割
軽
減
、
２
割
軽
減
の
対
象
と

な
る
世
帯
の
軽
減
判
定
所
得
を
引

き
上
げ
、
軽
減
対
象
世
帯
を
拡
充

し
ま
し
た
。

※
世
帯
主
と
被
保
険
者
等
の
総
所

　

得
金
額
等
の
合
計
額
が
、
一
定

　

基
準
以
下
の
場
合
に
該
当
す
る

　

軽
減
割
合
で
減
額
し
ま
す
。

均
等
割
額
の
軽
減
見
直
し　

　

後
期
高
齢
者
医
療
で
は
、
年
金

生
活
者
支
援
給
付
金
の
給
付
や
介

護
保
険
料
の
軽
減
強
化
に
伴
い
、

本
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

の
均
等
割
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で

９
割
軽
減
と
な
っ
て
い
た
方
は
、

８
割
軽
減
に
変
わ
り
ま
す
。

※
９
割
軽
減
対
象
者
で
あ
っ
た
方

　

に
つ
い
て
は
、
年
金
生
活
者
支

　

援
給
付
金
の
給
付
や
介
護
保
険

　

料
の
軽
減
強
化
と
い
っ
た
支
援

　

策
の
対
象
と
な
り
ま
す
。（
た

　

だ
し
、
課
税
者
が
同
世
帯
に
い

　

る
場
合
は
対
象
に
な
り
ま
せ

　

ん
。
ま
た
、
年
金
生
活
者
支
援

　

給
付
金
の
支
給
額
は
納
付
実
績

　

等
に
応
じ
て
異
な
り
ま
す
。）

　

８
・
５
割
軽
減
の
対
象
の
方
に

　

つ
い
て
は
、
年
金
生
活
者
支
援

　

給
付
金
の
支
給
の
対
象
と
な
ら

　

な
い
こ
と
等
を
踏
ま
え
、
１
年

　

間
に
限
り
、
実
質
上
８
・
５
割

　

軽
減
を
据
え
置
く
こ
と
と
な
り

　

ま
す
。

国
民
健
康
保
険
税
の
改

正
お
よ
び
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
の
見
直
し

軽減割合 昨年度まで 本年度から

７割軽減 33万円以下 33 万円以下

５割軽減 33万円+27万5,000円
 ×被保険者数等

33 万円 +28 万円
×被保険者数等

２割軽減 33万円+50万円
×被保険者数等

33 万円 +51 万円
×被保険者数等

中
低
所
得
者
に
係
る
軽
減
判
定
基

準
の
緩
和　

　

中
低
所
得
者
の
負
担
を
抑
制
す

る
た
め
、
均
等
割
軽
減
判
定
基
準

を
緩
和
す
る
よ
う
に
改
正
さ
れ
ま

し
た
。

同一世帯内の被保険者および世帯主の軽減対象所
得金額の合計額（下記内容の 33 万円の判断基準は総所
得金額等の額となります。）

軽減割合

昨年度 本年度
33万円以下で、かつ世帯内の被保険者全員が年金収入
80万円以下（その他各種所得がない） ９割軽減 ８割軽減

33万円以下 ８．５割軽減 ８．５割軽減

33万円+（28万円※×被保険者数）以下（昨年度は27万5,000円） ５割軽減 ５割軽減

33万円+（51万円※×被保険者数）以下（昨年度は50万円） ２割軽減 ２割軽減

 

本
庁
税
務
課

　
（
☎
�
４
０
３
１
）

　

高
尾
野
支
所
総
合
市
民
課
総
務

　

･

税
グ
ル
ー
プ

　
（
☎
�
５
４
０
６
）

　

野
田
支
所
総
合
市
民
課
総
務･

　

税
グ
ル
ー
プ

　
（
☎
�
４
８
１
２
）

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

均
等
割
額
の
軽
減
を
見
直

し

昨年度 本年度

９割軽減
月平均 420 円納付

保険料の納付額（１割）

８割軽減
月平均 840 円納付

保険料の納付額（２割）

（例）年金収入80万円以下の方

国
民
健
康
保
険
税

課
税
限
度
額
と
軽
減
基
準

額
を
改
正
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昨
年
度
か
ら
、
軽
自
動
車
税
の

納
期
限
を
５
月
31
日
に
変
更
し
て

い
ま
す
。
納
期
変
更
に
伴
い
、
納

税
通
知
書
は
５
月
中
旬
の
発
送
予

定
で
す
。
５
月
下
旬
に
な
っ
て
も

納
税
通
知
書
が
届
か
な
い
場
合

は
、
税
務
課
課
税
係
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

　

賦
課
期
日
は
、
従
来
ど
お
り
４

月
１
日
で
す
。
２
０
１
９
年
４
月

１
日
現
在
の
軽
自
動
車
所
有
者
等

に
本
年
度
軽
自
動
車
税
を
課
税
し

ま
す
。 

 

本
庁
税
務
課

　
（
☎
�
４
０
３
１
）

５
月
は
軽
自
動
車
税
の

納
付
月
で
す

　

税
に
関
す
る
税
務
署
で
の
相
談

は
、
事
前
の
予
約
を
お
願
い
し
ま

す
。
相
談
内
容
に
よ
り
具
体
的
書

類
や
事
実
関
係
を
確
認
す
る
必
要

が
あ
る
な
ど
、
電
話
等
で
の
回
答

が
困
難
な
場
合
に
は
、
事
前
に
相

談
日
時
等
の
予
約
を
受
け
付
け
た

上
で
、
所
轄
の
税
務
署
で
相
談
を

お
受
け
し
ま
す
。

　

予
約
の
際
に
は
、
お
名
前
・
ご

住
所
・
相
談
内
容
等
を
お
伺
い
し

ま
す
。

 

出
水
税
務
署

　
（
☎
�
０
２
０
０
）

※
自
動
音
声
案
内

　

国
税
に
関
す
る
一
般
的
な
相
談

は
「
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
」
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
熊
本
国
税
局
電

話
相
談
セ
ン
タ
ー
の
職
員
が
相
談

を
お
受
け
し
ま
す
。「
電
話
相
談

セ
ン
タ
ー
」
ご
利
用
の
際
の
手
順

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

○
最
寄
り
の
税
務
署
に
電
話

○
自
動
音
声
案
内
に
従
い
、
番
号

　
「
１
」
を
選
択

※
税
務
署
か
ら
の
お
尋
ね
に
対
す

　

る
問
い
合
わ
せ
や
納
付
相
談
ま

　

た
は
職
員
に
ご
用
の
あ
る
方
は

　

番
号
「
２
」
を
選
択

○
自
動
音
声
案
内
に
従
い
、
相
談

　

し
た
い
内
容
の
番
号
を
次
の
中

　

か
ら
選
択

①
個
人
の
年
金
や
事
業
な
ど
の
所

　

得
税

②
給
与
な
ど
の
源
泉
徴
収
（
年
末

　

調
整
）
ま
た
は
支
払
調
書

③
相
続
税
や
贈
与
税
ま
た
は
譲
渡

　

所
得

④
法
人
税

⑤
消
費
税
や
印
紙
税

⑥
そ
の
他
の
お
問
い
合
わ
せ
な
ど

 

出
水
税
務
署

　
（
☎
�
０
２
０
０
）

※
自
動
音
声
案
内

税
務
署
で
の
ご
相
談
は

予
約
を

「
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
」
を

　
　
　
ご
利
用
く
だ
さ
い

※
都
合
の
悪
い
場
合
は
、
他
の
会

　

場
で
も
出
席
い
た
だ
け
ま
す
。

※
各
会
場
と
も
定
員
に
達
し
た
場

　

合
は
、
入
場
を
制
限
さ
せ
て
い

　

た
だ
き
ま
す
。

 

出
水
税
務
署

　
（
☎
�
０
２
０
０
）

※
自
動
音
声
案
内

軽
減
税
率
制
度
は
全
て
の
事
業
者

に
関
係
が
あ
り
ま
す
！　

　

本
年
10
月
１
日
か
ら
、
消
費
税

お
よ
び
地
方
消
費
税
の
税
率
が
８

㌫
か
ら
10
㌫
に
引
き
上
げ
ら
れ
る

と
同
時
に
、
消
費
税
の
軽
減
税
率

制
度
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

軽
減
税
率
制
度
は
、
対
象
品
目

を
取
り
扱
う
事
業
者
だ
け
で
な

く
、
消
費
税
の
納
税
義
務
が
な
い

免
税
事
業
者
の
方
を
含
め
、
多
く

の
事
業
者
の
皆
さ
ま
に
関
係
す
る

制
度
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
軽
減
税
率
制
度
や

軽
減
税
率
対
策
補
助
金
等
に
つ
い

て
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た

め
に
、
消
費
税
軽
減
税
率
制
度
説

明
会
を
下
表
の
と
お
り
開
催
し
ま

す
。

内
容　

①
消
費
税
軽
減
税
率
制
度
の
概
要

　

に
つ
い
て　

②
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
概
要
に
つ

　

い
て

③
事
業
者
支
援
措
置
（
軽
減
税
率

　

対
策
補
助
金
）
に
つ
い
て

④
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
に
伴
う
事

　

業
経
営
へ
の
影
響
と
そ
の
対
応

　

に
つ
い
て

▽開催日時・会場等
対象者 日　時 会　場 定　員

阿久根市の方
長島町の方

５月９日（木）
①午前10時～正午
②午後２時～同４時

阿久根市民交流
センター交流室 各 150 人

出水市の方
５月10日（金）
①午前10時～正午
②午後２時～同４時

市音楽ホール 各 396 人

阿久根市の方
出水市の方
長島町の方

５月24日（金）
①午前10時～正午
②午後２時～同４時

市音楽ホール 各 396 人

消
費
税
軽
減
税
率
制
度

説
明
会
の
ご
案
内

今
月
の
環
境
標
語
～
２
０
１
８
年
度
環
境
標
語
作
品
展
か
ら
～

た
べ
も
の
の　

す
き
き
ら
い
を
し
な
い　

ぼ
く
の
や
く
そ
く

米
ノ
津
東
小
学
校　
一
年　

橋
口　

碧
人

未
来
を
ず
っ
と　

Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｌ
な
世
界
に

米
ノ
津
中
学
校　
一
年　

塚
田　
　

明

（
注
）
学
校
名
・
学
年
は
入
賞
時
現
在
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春 の全 国 交通安全運動
2019年 ５ 月 11日 （ 土 ） ～ ５ 月 20日 （ 月 ）

守 ろ う ！交通 ル ー ル 。

南九州西回り自動車道での逆走に注意！

出水警察署だより

事故当事者の声

出 合 い 頭 事 故 を 起 こ し た 当 事 者

に 事 故 原 因 に つ い て 聞 く と ， 一 番

多かったのが，
〇 相手の存在には気付

いていたが，相手は止

まるだろうと思った

〇 譲るだろうと思った

と い う も の で し た 。

かもしれない運転

運転中，相手はどういった行動を取

るか分かりません。もしかしたら相手は

〇 一時停止しないかもしれない

〇 私に気付いていないかもしれない

と危険を予測して運転

しましょう。

駐 車 場 内 で の 事 故 多 発 ！
駐車場内において，車と歩行者の事故，

車同士の事故が多発しています。

歩行者や他の車両に気を付けて運転しましょう。

　

県
職
業
能
力
開
発
協
会
で
は
、

職
業
訓
練
指
導
員
の
免
許
を
取
得

し
た
い
方
々
を
対
象
と
し
た
講
習

を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

 

７
月
23
日
（
火
）・
同
24
日

　
（
水
）・
同
30
日
（
火
）・
同
31

　

日
（
水
）、
８
月
８
日
（
木
）・

　

同
９
日
（
金
）
の
６
日
間

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

 

鹿
児
島
市
勤
労
者
交
流
セ
ン

　

タ
ー
（
よ
か
セ
ン
タ
ー
）

　
（
鹿
児
島
市
中
央
町
）

 

１
万
５
６
０
０
円

　
（
テ
キ
ス
ト
代
込
み
）

定
員　
30
人

受
付
期
間　
５
月
20
日
（
月
）
～

　

同
31
日
（
金
）
必
着

※
土
・
日
曜
日
を
除
く

受
講
資
格

○
技
能
検
定
（
国
家
検
定
）
の
１

　

級
・
単
一
等
級
合
格
者

○
職
業
能
力
開
発
校
修
了
者
で
４

職
業
訓
練
指
導
員
（
48

時
間
）
講
習
の
実
施

　

年
～
10
年
の
実
務
経
験
者

○
学
校
教
育
法
に
よ
る
免
許
職
種

　

に
関
す
る
学
科
を
修
め
た
者

　

で
、
大
学
卒
者
２
年
、
短
大
・

　

高
専
卒
者
４
年
、
高
校
卒
者
７

　

年
の
実
務
経
験
の
あ
る
者

※
受
講
案
内
、
受
講
申
請
書
は
県

　

職
業
能
力
開
発
協
会
ホ
ー
ム

　

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

　

き
ま
す
。

 

県
職
業
能
力
開
発
協
会
（
鹿

　

児
島
市
錦
江
町
）（
☎
０
９
９

　

－

２
２
６

－

３
２
４
０
）

農
業
関
係
補
助
事
業　
実
施
希
望
者
を
募
集

　

２
０
２
０
年
度
（
来
年
度
）
の
補
助
事
業
導
入
に
向
け
て
県
と
協

議
す
る
た
め
、
次
の
事
業
の
実
施
希
望
が
あ
る
方
は
、
本
庁
農
政
課

に
参
考
資
料
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

農
業
・
農
村
活
性
化
推
進
施
設
等
整
備
事
業
（
県
補
助
事
業
）　

○
産
地
づ
く
り
対
策
事
業

　

①
栽
培
施
設
の
整
備　

お
お
む
ね
30
ア
ー
ル
以
上
の
被
覆
栽
培
施

　
　

設
（
ハ
ウ
ス
）
整
備
（
水
稲
に
係
る
施
設
お
よ
び
茶
防
霜
施
設

　
　

の
整
備
を
除
く
。）

　

②
省
力
化
機
械
等
の
整
備 

　
　

乗
用
田
植
機
、
大
型
防
除
機
、
樹
木
粉
砕
機
、
乗
用
草
刈
機
等

　

③
土
づ
く
り
用
施
設
・
機
械
の
整
備

　
　

簡
易
堆
肥
舎
、
堆
肥
散
布
機
、
深
耕
用
機
械
等

　

※
①
・
②
・
③
に
共
通
す
る
採
択
要
件
等

　
事
業
主
体　
営
農
集
団
（
３
戸
以
上
）
で
あ
り
、

　
　

共
同
利
用
が
推
進
さ
れ
る
も
の

　
対
象
作
物　
全
て
の
品
目
が
対
象

　

※
導
入
す
る
機
械
・
施
設
等
に
よ
っ
て
個
別
に
要
件
あ
り

　
補
助
率　
事
業
費
に
対
し
県
３
分
の
１
以
内
、
市
６
分
の
１
以
内

　
提
出
期
限　
６
月
14
日
（
金
）

　
参
考
資
料　
要
望
書
、
経
営
面
積
概
況
、
カ
タ
ロ
グ
、
見
積
書
等

鳥
獣
被
害
対
策
事
業
（
国
補
助
事
業
）　

　
事
業
内
容　
イ
ノ
シ
シ
・
シ
カ
用
電
気
柵
、
金
網
柵
の
整
備

　
管
理
主
体　
面
的
集
積
が
あ
る
３
戸
以
上
の
農
家
で
組
織
す
る
管

　
　

理
組
合

　
補
助
率　

　
直
営
施
工
の
場
合　
資
材
費
へ
の
定
額
補
助
（
上
限
あ
り
）

　
請
負
施
工
の
場
合　
２
分
の
１
以
内
（
上
限
あ
り
）

　
面
積
要
件　
な
し　

提
出
期
限　
６
月
14
日
（
金
）

　
参
考
資
料　
受
益
農
家
一
覧
、
被
害
状
況
実
態
調
査
表
、
被
害
写

　
　

真
等

 

本
庁
農
政
課 

（
☎
�
４
０
３
３
）
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減
塩
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

毎
月
17
日
は
「
減
塩
」
の
日
で

す
。
塩
は
身
近
な
食
品
に
含
ま
れ

て
お
り
、
自
分
で
は
気
が
付
か
な

い
う
ち
に
摂
り
す
ぎ
て
い
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　

２
０
１
６
年
に
、
市
民
へ
の
尿

中
塩
分
濃
度
測
定
を
行
い
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
平
均
で
男
性
は

９
・
27
㌘
／
日
、
女
性
は
８
・
93

㌘
／
日
摂
取
し
て
お
り
、
日
本
人

の
塩
分
摂
取
基
準
（
男
性
８
㌘
未

満
／
日
、
女
性
７
㌘
未
満
／
日
）

を
男
女
と
も
に
上
回
っ
て
い
ま
し

た
。
塩
分
の
摂
り
す
ぎ
は
、
む
く

み
や
高
血
圧
の
原
因
に
な
る
だ
け

で
は
な
く
、
脳
卒
中
や
心
臓
病
、

腎
臓
疾
患
な
ど
の
生
活
習
慣
病
や

胃
が
ん
の
リ
ス
ク
を
高
め
ま
す
。

　

市
で
は
、
脳
卒
中
な
ど
の
生
活

習
慣
病
予
防
の
た
め
に
「
お
い
し

く
減
塩
５
カ
条
」
を
推
進
し
て
い

ま
す
。

　

で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
減
塩
に
取

り
組
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。

151

①
直
接
か
け
る
よ
り
小
皿
に
少
量
ず
つ

　

醤
油
や
ソ
ー
ス
な
ど
は
、
か
け
て
食
べ
る

　

よ
り
、
少
量
を
つ
け
な
が
ら
食
べ
た
方
が

　

使
用
量
が
少
な
く
な
り
ま
す
。

②
漬
物
や
加
工
食
品
は
控
え
る

　

た
く
あ
ん
二
切
れ
（
25
㌘
）
に
約
１
・
１

　

㌘
の
塩
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
ハ
ム

　

や
ソ
ー
セ
ー
ジ
な
ど
の
加
工
食
品
に
も
塩

　

が
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

③
麺
類
の
汁
は
残
す

　

麺
の
汁
を
残
せ
ば
塩
を
３
分
の
２
カ
ッ
ト

　

で
き
ま
す
。

④
具
だ
く
さ
ん
味
噌
汁
に
す
る

　
（
野
菜
を
３
種
類
以
上
）

　

具
を
た
く
さ
ん
入
れ
る
こ
と
で
汁
の
量
を

　

減
ら
す
こ
と
が
で
き
、
さ
ら
に
野
菜
か
ら

　

も
旨
味
が
出
る
た
め
調
味
料
控
え
め
で
も

　

お
い
し
く
食
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

⑤
酸
味
や
香
辛
料
を
利
用
す
る

　

～
い
ず
み
の
柑
橘
類
を
上
手
に
利
用
～

　

酸
味
や
香
辛
料
を
効
か
せ
る
と
味
に
ア
ク

　

セ
ン
ト
を
付
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

お
い
し
く
減
塩
５
カ
条

改
元
に
伴
う
市
の
文
書
の
表
記
に
つ
い
て

　

５
月
１
日
か
ら
、
元
号
が
令
和
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
市
か
ら
発
出
す
る
文
書
で
は
、
原
則
と
し
て
新

た
な
元
号
を
使
用
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
今
後
市
か
ら
発
出
す
る
文
書
の
一
部
に
つ
い
て
は
、

平
成
の
日
付
が
表
記
さ
れ
た
も
の
を
お
送
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
場
合
で
も
文
書
と
し
て
は
有
効
な
も
の
で
す
の
で
、
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

　

お
手
数
で
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
新
た
な
元
号
に
読
み
替
え
て
く
だ

さ
る
よ
う
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

平
成
の
日
付
が
表
記
さ
れ
た
文
書
の
例　

〇
市
税
の
納
税
通
知

〇
交
通
災
害
共
済
申
込
書

 

本
庁
総
務
課
（
☎
�
４
１
２
４
）

　
鹿
児
島
か
ら
も
っ
と
海
外
へ
！

　

県
で
は
、鹿
児
島
空
港
の
国
際
定
期
路
線
な
ど
（
ソ

ウ
ル
線
、
上
海
線
、
台
北
線
、
香
港
線
）
を
利
用
す

る
際
の
渡
航
費
用
の
一
部
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

対
象
者　
鹿
児
島
空
港
の
国
際
定
期
路
線
を
利
用
す
る
事
業
者
ま

　

た
は
６
人
以
上
の
団
体

対
象
と
な
る
利
用　

〇
ビ
ジ
ネ
ス
ツ
ア
ー　

渡
航
先
で
開
催
さ
れ
る
展
示
会
ま
た
は
商

　

談
会
な
ど
へ
の
参
加
、
個
別
企
業
と
の
商
談
な
ど

〇
団
体
ツ
ア
ー　

渡
航
先
で
の
研
修
・
視
察
ま
た
は
現
地
の
団
体
・

　

グ
ル
ー
プ
と
の
交
流

※
助
成
要
件
な
ど
詳
し
く
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

　

い
。（「
鹿
児
島
県
ツ
ア
ー
助
成
」
で
検
索
）

 

県
庁
交
通
政
策
課
（
☎
０
９
９

－

２
８
６

－

２
４
５
７
）
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※記号　 …日時　 …場所　 …料金　 …申し込み　 …問い合わせ先



　

チ
ケ
ッ
ト
購
入
の
際
、
転
売
仲
介

サ
イ
ト
で
購
入
し
て
し
ま
っ
た
と
の

相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

キ
ャ
ン
セ
ル
が
難
し
く
、
チ
ケ
ッ

ト
が
使
え
る
の
か
も
不
明
で
す
。

事
例

　

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

２
０
１
９
日
本
大
会
（
以
下
「
Ｒ
Ｗ

Ｃ
２
０
１
９
」）
の
チ
ケ
ッ
ト
を
購

入
し
よ
う
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
検

索
し
、
一
番
上
に
表
記
さ
れ
た
サ
イ

ト
を
公
式
サ
イ
ト
だ
と
思
っ
て
チ

ケ
ッ
ト
を
申
し
込
み
、
約
13
万
円
を

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
決
済
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
購
入
し
た
サ
イ
ト
は

転
売
仲
介
サ
イ
ト
で
あ
る
こ
と
が
後

で
分
か
っ
た
。

　

公
式
サ
イ
ト
に
よ
る
と
、
転
売
仲

介
サ
イ
ト
で
購
入
し
た
も
の
は
無
効

と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　

購
入
を
キ
ャ
ン
セ
ル
し
、
返
金
し

て
欲
し
い
が
、
海
外
の
サ
イ
ト
の
よ

う
で
交
渉
も
で
き
な
い
。

ひ
と
こ
と
助
言　

〇
本
年
９
月
か
ら
開
催
さ
れ
る
「
Ｒ

　

Ｗ
Ｃ
２
０
１
９
」
の
チ
ケ
ッ
ト
購

　

入
に
つ
い
て
、
検
索
サ
イ
ト
で
検

　

索
し
、
上
部
に
広
告
と
し
て
表
示

　

さ
れ
た
サ
イ
ト
を
公
式
サ
イ
ト
と

　

思
い
込
み
、
海
外
の
転
売
仲
介
サ

　

イ
ト
で
購
入
し
て
し
ま
っ
た
と
い

　

う
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
「
Ｒ
Ｗ
Ｃ
２
０
１
９
」
の
公
式
サ

　

イ
ト
に
は
、
公
式
サ
イ
ト
以
外
の

　

非
公
式
サ
イ
ト
で
購
入
し
た
チ

　

ケ
ッ
ト
は
利
用
で
き
な
い
旨
の
注

　

意
喚
起
が
あ
り
ま
す
。

　

チ
ケ
ッ
ト
を
購
入
す
る
際
は
、
必

　

ず
公
式
サ
イ
ト
で
あ
る
こ
と
を
確

　

認
し
ま
し
ょ
う
。

○
特
に
、
海
外
の
転
売
仲
介
サ
イ
ト

　

は
、
ト
ラ
ブ
ル
が
生
じ
て
も
キ
ャ

　

ン
セ
ル
の
条
件
や
返
金
の
保
証
等

　

に
つ
い
て
交
渉
が
難
し
い
場
合
が

　

あ
り
ま
す
。

〇
ト
ラ
ブ
ル
に
遭
っ
た
ら
、
す
ぐ
に

　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
等
に
ご
相
談

　

く
だ
さ
い
。

　

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
１
８
８　

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

　
　
チ
ケ
ッ
ト
購
入
は

　
　
　
　
公
式
サ
イ
ト
で

 

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
（
本
庁
生
活
環
境
課
内
）

　
（
☎
�
６
２
０
３
）

開 催 日　６月 27 日（木）
開 催 場 所　本庁１階多目的ホール
開 催 時 間
　午前 10 時～午後 3時 30 分

（正午～午後 1時除く）
相談内容
老齢年金、遺族年金等の請求手続
き、年金受給見込額　など

相 談 員
　川内年金事務所職員
予約受付期間
　各開催日の１カ月前～１週間前
予約申込先
　本庁市民生活課　住民年金係
    ☎ 63 － 2111（内線 1537・1538）
※年金相談は１日につき最大で 18
人（午前 8 人、午後 10 人）で先
着順となります。

６月　出水地区年金相談
（月１回開催・完全予約制）

障
害
基
礎
年
金

　

国
民
年
金
加
入
中
に
傷
病
に
よ

り
初
め
て
医
師
の
診
断
を
受
け
た

日
（
初
診
日
）
か
ら
１
年
６
カ
月

経
過
し
た
日
（
障
害
認
定
日
）
に

お
い
て
障
害
等
級
の
１
級
ま
た
は

２
級
に
該
当
す
る
障
害
の
状
態
に

あ
っ
た
場
合
、
障
害
基
礎
年
金
の

支
給
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

申
請
に
は
、
保
険
料
の
納
付
要

件
（
初
診
日
の
前
々
月
ま
で
に
、

保
険
料
納
付
済
期
間
（
保
険
料
免

除
期
間
含
む
）
が
被
保
険
者
期
間

の
３
分
の
２
以
上
必
要
）
を
満
た

す
必
要
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、

初
診
日
が
１
９
９
５
年
４
月
１
日

か
ら
２
０
２
６
年
３
月
31
日
ま
で

に
あ
る
場
合
、
特
例
と
し
て
初
診

日
の
前
日
に
お
い
て
、
初
診
日
の

前
々
月
ま
で
の
直
近
１
年
間
に
保

険
料
の
滞
納
期
間
が
な
け
れ
ば
保

険
料
納
付
要
件
を
満
た
し
た
と
み

な
さ
れ
ま
す
。（
初
診
日
が
65
歳

未
満
の
方
に
限
り
ま
す
）

　

な
お
、
国
民
年
金
に
加
入
す
る

20
歳
以
前
に
初
診
日
が
あ
る
傷
病

に
よ
っ
て
障
害
の
状
態
に
な
っ
た

方
で
も
、
障
害
等
級
の
１
級
ま
た

は
２
級
に
該
当
す
れ
ば
20
歳
（
障

害
認
定
日
が
20
歳
以
降
に
な
る
場

合
は
認
定
日
）
か
ら
障
害
年
金
を

受
給
で
き
ま
す
。

障
害
年
金
申
請
の
方
法

　

市
役
所
本
庁
・
各
支
所
の
年
金

担
当
窓
口
ま
た
は
日
本
年
金
機
構

川
内
年
金
事
務
所
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　

相
談
に
は
年
金
手
帳
、
身
分
証

明
書
（
運
転
免
許
証
等
）
等
を
ご

持
参
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
受
診
し

た
医
療
機
関
に
初
診
日
を
事
前
に

確
認
し
て
お
く
と
相
談
が
円
滑
に

進
み
ま
す
。

障
害
年
金
受
給
者
の
方
へ

　

２
０
１
１
年
４
月
施
行
の
「
障

害
年
金
加
算
改
善
法
」
に
よ
り
、

障
害
年
金
受
給
権
発
生
後
に
ご
結

婚
や
出
生
で
加
算
対
象
者
が
発
生

し
た
場
合
で
も
届
け
出
に
よ
り
新

た
に
加
算
額
が
加
算
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

１
・
２
級
の
障
害
基
礎
年
金
受

給
者
の
方
は
子
の
加
算
が
あ
り
、

１
・
２
級
の
障
害
厚
生
年
金
受
給

者
の
方
は
配
偶
者
の
加
算
と
子
の

加
算
が
受
け
ら
れ
ま
す
。（「
子
」

と
は
18
歳
未
満
の
子
ま
た
は
20
歳

未
満
で
障
害
の
状
態
に
あ
る
子
の

こ
と
を
い
い
ま
す
。）

　

１
・
２
級
の
障
害
年
金
を
受
給

す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
ご
結
婚

や
出
産
を
し
た
と
い
う
方
は
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

 

本
庁
市
民
生
活
課
住
民
年
金

　

係
（
☎
�
２
１
１
１
（
代
表
））
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＜実施期間＞５月11日（土）～20日（月）
　安全に対する地域住民の意識を高め、安心して暮ら

せる地域社会を目指し、春の地域安全運動が実施され

ます。運動期間中は、出水市防犯協会でも出水警察署

と連携して、地域安全モニター、少年警察ボランティ

ア、出水市自治会連合会防犯交通部、自主防犯パトロ

ール隊の皆さまの協力を得て、「子ども・女性の犯罪

被害防止」、「うそ電話詐欺の被害防止」など各種防

犯キャンペーンを実施し、「安全・安心の街いずみ」

づくりを図ります。

　市民の皆さまも犯罪被害に遭わないように、家族で

防犯対策について話し合ってみましょう。

　ボランティアの皆さん、キャンペーンへのご協力を

よろしくお願いします。

（認知件数は、警察が把握している件数です。）

　［県内：2019年３月末現在］

　　「振り込め詐欺」：９件、約510万円

　　　＜オレオレ詐欺＞　　１件：約 50万円

　　　＜架空請求詐欺＞　　６件：約280万円

　　　＜融資保証金詐欺＞　２件：約180万円

　　「振り込め詐欺以外」

　　　＜金融商品等取引名目＞　１件：約1,300万円

問い合わせ先

※（　）内の数字は前年同期比

(-4)
33 0 38

３月末累計 (-8) （±0) (-10)
２０１９年

出水市防犯協会６３－１５００

３  月  中 (-4) （±0)

負傷者

11

セキュリティタウン 安心の街 いずみ

＜令和元年５月号＞

＜出水警察署管内＞　　　　   　 （暫定値）

交通事故発生状況（人身）

9 0

発生件数 死　者

２０１９年

春の地域安全運動始まる！

うそ電話詐欺被害認知状況

スマートフォン以外にも・・・

ゲーム機・音楽プレーヤーの中には、イ

ンターネットへの接続やアプリの利用が

可能なものもあります。フィルタリング

の設定については、メーカー、販売店に

お問い合わせください。

次のような事件が発生しています
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毎月第３土曜日は 市民読書の日 

   
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本年も、子ども読書週間の時期になりました。 

「子どもたちにもっと本を！」との願いから、「こどもの読書週間」 

は 1959 年（昭和 34 年）にはじまり、今回で 61 回目です。 

市立図書館ではさまざまな催しを計画しています。この機会に図書館へ！ 

 

書籍発行のご案内 

 ★「文芸いずみ第 13 号」 

 市民の皆さまからご応募いただきました作品をまとめた「文芸いずみ第 13 号」を発刊しました。 

 短歌・俳句・川柳・詩・童話・歴史考察・読書感想文のほか、児童、生徒による 

「読書標語」「短作文」も掲載しています。 

【規格等】Ａ５判 169 ページ 

【頒布価格】400 円 

【販売所】 生涯学習課 読書推進室（市役所４階）、市内各図書館など．．． 

【問い合わせ先】 読書推進室 ☎63－4121 

 

 

 

 

 

自治会や子ども会、サロン会の行事で

「出前の読み聞かせ会」を行い、地域の読

書活動を支援しています。市内のおはなし

グループの皆さんがバラエティあふれる

プログラムをご用意して、依頼をお待ちし

ています。市立図書館の移動図書館も臨時

開館できますので、ぜひご利用ください。 

※申込方法 

生涯学習課読書推進室に電話または来

庁によりお申し込みください。 

読書推進室 ☎63－4121 

 

 

 

「うちどく」と読みます。家族

で本を読んでコミュニケーション

し、「家族の絆づくり」をすること

を目的としています。 

「家読」のやり方に決まりはあ

りません。同じ時間、同じ空間を

家族で共有し、読んだ本について

話し合うことで、楽しい時間を過

ごせることでしょう。第３土曜日

は、家読に取り組んでみませんか。 

 

「読書活動日本一の  

まちづくり」を目指して  

読書活動に関する問い合わせ先 

読書推進室 

電話６３－４１２１ 

○
平
成
三
十
年
度
読
書
標
語
・
短
作
文
審
査
会
特
選
作
品
紹
介
～
小
学
３
年
生
の
部
～ 

※
学
年
は
受
賞
時 

テ
レ
ビ
オ
フ 

今
日
は
み
ん
な
で 

本
読
み
大
会 

 
 

（
西
出
水
小 

緒
方 

音
彩
） 

 
 

読
ん
だ
あ
と 

こ
こ
ろ
が
に
っ
こ
り 

わ
ら
っ
て
る 

 

（
東
出
水
小 

岩
井 

瑠
南
） 

 
 

な
れ
る
か
な 

本
の
中
で
は 

ぼ
く
た
ん
て
い 

 
 

 

（
鶴
荘
学
園 

荒
川 

康
乃
介
） 

 

 

 

本市では、市民全員で読書活動に取り組めるようにと、「毎月第３土曜日は市民読

書の日」とし、地域・家庭・行政等が一体となった読書活動を呼びかけています。 

第３土曜日は「青少年健全育成の日」でもありますので、自治会や子ども会行事に

読み聞かせを取り入れたり、家族で図書館へ出かけるなど、徐々に「市民読書の日」

が浸透してきているようです。 

第３土曜日は、家庭や地域で本を囲んで、楽しいひと時を過ごしてみませんか。 

✿おはなし玉手箱募集開始✿     ✿家  読✿ 

 

◎2019 年・第 61 回こどもの読書週間  

標語「 ドは読書のド♪ 」 

第３土曜日は「市民読書の日」 
読書活動推進ホームページ「よんみゃんせ」

http://www.city.kagoshima-izumi.lg.jp/yonmyanse/ 
  

29 28広報いずみ2019（令和元年）５月 広報いずみ2019（令和元年）５月



日　　時　毎月第３木曜日
　　　　　午前10 時 30 分～（30 ～ 40 分程度）
　　　　　※８月はお休みです
対 象 者　０歳児～幼児とその保護者
場　　所　出水市立高尾野図書館
活動内容　絵本や紙芝居の読み聞かせ・わらべうた・
　　　　　季節の行事など

親子読書教室「すくすく」
の日時が変わりました！

≪幼児・小学生≫
●暗闇の妖怪デザイナー　　　　　　　　斉藤　洋　作
●もったいないばあさんかわをゆく　真珠　まりこ　作・絵
●いつか、太陽の船　　　　　　　　　村中　李衣　作
●へいわとせんそう　　　たにかわ　しゅんたろう　文
●いまのわたしにできること　　　　リサ・パップ　作
●ありちゃんあいうえお　　　　かこ　さとし　詩と絵
●嵐をしずめたネコの歌　　アントニア・バーバー　作
●サムとぶらぶら　　　　　　アリソン・アトリー　作
●おさいふのかみさま　　　　　　　　苅田　澄子　作
●シリルとパット　ともだちになろう　エミリー・グラヴェット　作

・・・・・等
≪中学生・高校生≫
●鹿の王　水底の橋　　　　　　　　上橋　菜穂子　著
●長浜高校水族館部！　　　　　　　令丈　ヒロ子　文
●羊の告解　　　　　　　　　　　　　　いとう　みく　著

・・・・・等
≪一般≫
●予言の島　　　　　　　　　　　　　澤村　伊智　著
●山海記　　　　　　　　　　　　　　佐伯　一麦　著
●隠居すごろく　　　　　　　　　　　西條　奈加　著
●鬼憑き十兵衛　　　　　　　　　　　大塚　已愛　著
●カゲロボ　　　　　　　　　　　　　　木皿　泉　著
●肖像彫刻家　　　　　　　　　　　　篠田　節子　著
●落花　　　　　　　　　　　　　　　澤田　瞳子　著
●中野のお父さんは謎を解くか　　　　　北村　薫　著
●飛族（ヒゾク）　　　　　　　　　村田　喜代子　著
●崖っぷちパラダイス　　　　　　　　谷口　桂子　著
●マーダーハウス　　　　　　　　　五十嵐　貴久　著
●夜のアポロン　　　　　　　　　　　皆川　博子　著
●ジグソーパズル４８　　　　　　　　乾　くるみ　著
●とめどなく囁く　　　　　　　　　　桐野　夏生　著
●尼子姫十勇士　　　　　　　　　　　諸田　玲子　著

・・・・・等

図書館名
（電話番号） 開館時間 ５月の休館日

中央図書館
（☎ 63 ｰ 2105）

平日
午前９時～午後８時
土曜・日曜日、祝日
午前９時～午後６時

20日

高尾野図書館
（☎ 82 ｰ 5452）

午前９時～午後６時 17日
野田図書館

（☎ 84 ｰ 3100）

５月のおはなし会・親子読書会のご案内

中 央 図 書 館 おはなしのへや
（毎週水曜日）

1、8、15、22、29日
午後４時～

高尾野図書館

おはなしのへや
（毎週月曜日）

6、13、20、27日
午後４時～

親子読書教室
「すくすく」

16日（木）
午前10時30分～

野 田 図 書 館

おはなしのじかん
（毎週木曜日）

2、9、16、23、30日
午後４時～

だっこでギュッ 2日（木）午前10時30分～

夜のおはなし会 23日（木）午後7時～

2019 年５月　移動図書館運行表

ステーション名 運行時間
運行日

５月

第１・３
火曜日

千本付団地広場 10：00～10：20

７日
21日

平和団地集会室 10：30～10：50

鹿島住宅広場 14：20～14：40

茶円堀団地広場 14：50～15：10

鹿島自治公民館 15：20～15：40

第３
水曜日

東辺田自治公民館前 10：10～10：30

15日菅原神社（荘上・荘下） 14：10～14：30

ウッドタウン自治公民館 14：45～15：05

第３
木曜日

宮之元集落 14：05〜14：25

16日不動野集落 14：35〜14：55

太田原住宅 15：10〜15：30

第２・４
木曜日

受口自治公民館 10：40〜11：00 ９日
23日熊野神社前 14：10〜14：30

第２・４
金曜日

鶴亀タウン 9：40〜10：00

10日
24日

元町自治公民館 10：15〜10：35

今釜西自治公民館 10：50〜11：10

鶴水園 14：10〜14：40

米ノ津駅前広場 14：55〜15：15

http://www.izumi-library.com
出水市立図書館　トップページ 検 索
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　本市では、手話での表現技術を学んでいただくた
めの手話奉仕員養成講座（基礎課程）を実施していま
す。
　３月14日、同講座の閉講式が行われ、受講生６人
に「市聴覚障害者協会」の植元春子会長から修了証書
が授与されました。
　受講生は、同講座で学んだ手話を使って、感想や
今後の抱負などを述べられました。

聴
覚
障
害
者
の
た
め
に

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
閉
講
式

　本市では、広報いずみの点字版を作成しており、
点訳を学ぶための点訳奉仕員養成講座を実施してい
ます。３月23日、全21回開催された同講座の閉講式
が行われ、受講生２人に点訳ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｸﾞﾙｰﾌ「゚稲穂の
会」の田中茂代会長から受講証書が授与されました。
受講生は「点訳をすることは難しくて、まだまだ学
ばなければならないこともたくさんありますので、
継続して学んでいきたい」と話されていました。

「
読
む
」楽
し
み
を

点
訳
奉
仕
員
養
成
講
座
閉
講
式

　４月７日、市消防団の辞令交付式が行われ、退団
者、新入団員等に辞令が交付されました。
　新入団員24人を代表して、第３分団第２部に配属
された油木団員が宣誓を行いました。また、退団者
を代表して、勤続25年の白下元分団長から退団のあ
いさつがありました。今年度は、消防団員定員493
人に対し、484人でのスタートとなりました。

安
全
安
心
な
ま
ち
に

市
消
防
団
辞
令
交
付
式

ま
ち
づ
く
り
を
支
え
る
匠
た
ち

市
優
良
工
事
等
表
彰
式

　

２
月
20
日
、
市
役
所
本
庁
舎
で
優
良
工
事
等
表
彰
授
賞

式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
本
市
が
発
注
し
た
建
設
工
事
に
つ
い
て
、
他

の
模
範
と
な
る
優
秀
な
工
事
を
施
工
さ
れ
た
建
設
業
者
お

よ
び
技
術
者
を
表
彰
す
る
こ
と
で
、
工
事
を
行
っ
た
施
工

者
の
社
会
的
評
価
を
高
め
る
と
と
も
に
施
工
意
欲
と
建
設

技
術
の
向
上
お
よ
び
適
正
な
工
事
の
施
工
を
推
進
し
、
本

市
に
お
け
る
建
設
業
の
育
成
発
展
を
図
る
こ
と
を
目
的
に

行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

【優良工事表彰】
〇土木一式工事（３社）
〇ほ装工事（２社）
〇電気工事（１社）
〇塗装・防水工事（１社）
〇水道施設工事（２社）

【優秀技術者表彰】
〇土木一式工事（４人）
〇ほ装工事（２人）
〇電気工事（１人）
〇塗装・防水工事（１人）
〇水道施設工事（２人）

　３月29日、出水消防署で消防車両の貸与式が行わ
れ、市消防団第９分団２号車部（高尾野北部地区）に
消防ポンプ自動車が貸与されました。
　高性能ポンプを備えた最新型の消防ポンプ自動車
を配備することで、消防団の機動力が向上し、市民
の安全安心を確保する上で大変心強いものとなりま
す。

消
防
車
両
を
貸
与出

水
消
防
署
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　３月31日、東出水地区内のやな橋上空に、約50匹
のこいのぼりが掲げられました。これは、子どもた
ちの健やかな成長を願うとともに、地域住民の交流
活動の一環として、井上自治会が2003年から行って
いるものです。当日は約30人の地域住民が協力して
こいのぼりを掲げました。こいのぼりは、５月11日
まで掲げられる予定です。

清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　３月９日、市シルバー人材センター会員170人が
参加し、市内10カ所で市道等の草刈りやごみ拾いな
どの清掃ボランティアが行われました。これは、同
センターの社会貢献・普及活動として行われたもの
です。同センターでは、60歳以上の働く意欲のある
会員を随時募集しています。詳しくは同センター事
務局（☎63-0017）へお問い合わせください。

　３月30日と同31日、本市の桜の名所である特攻碑
公園で「第30回いずみ桜まつり」が開催されました。
両日とも天候に恵まれ、特産品や食堂のテントには
大勢の市民が訪れ、桜を満喫していました。
　３月31日には歩行者天国となった通りで迫力ある
太鼓の演奏やダンスパフォーマンス等もあり、大勢
の見物客でにぎわいました。

桜
を
愛
で
な
が
ら桜

ま
つ
り

　３月31日、特産館いずみの来場者400万人達成を
記念してセレモニーが開催されました。
　2006年２月の開業から14年目での達成。
　400万人目の方は、愛知県から訪れた黒添さんご
家族で、出水市の特産品詰め合わせが記念品として
贈呈されました。また、来場者先着250人へ感謝の
気持ちを込め、紅白餅が配られました。

４
０
０
万
人
達
成

特
産
館
い
ず
み

　３月24日、北薩横断道路「泊野道路」（さつま泊野
ＩＣ～きららＩＣ間）の開通式が行われました。
　泊野虚無僧踊り保存会（さつま町）によるオープニ
ングセレモニーを皮切りに、上宮保育園わんぱく太
鼓（さつま町）などのアトラクションもあり、式典に
花を添えました。今回の開通で、北薩横断道路（約
70㌔）のうち約25㌔が供用済みとなりました。

さ
つ
ま
泊
野
Ｉ
Ｃ
～
き
ら
ら
Ｉ
Ｃ
開
通

北
薩
横
断
道
路
開
通
式

　３月30日、沖田工業団地で操業する大豊工業株式
会社九州工場（岡本義幸工場長）から、地域への感謝
の印として桜（ソメイヨシノ）が寄贈され、社員の皆
さんが青年の家に植樹されました。
　同社は、本市の誘致企業として1991年に進出以来、
毎年桜を寄贈されており、市民の憩いの場創出に多
大な貢献をいただいています。

桜
の
植
樹

大
豊
工
業

み
ん
な
の
思
い
を
乗
せ
て

井
上
自
治
会
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【申し込み・問い合わせ先】
　　　本庁政策経営部企画政策課秘書広報係
　　　☎0996−63−4120

　このページは、有料広告を掲載するページです。
　広告内容は、広告主の原稿をそのまま掲載してありますので、
詳細な内容については、広告主に直接、お問い合わせください。
　広報いずみの発行部数は約21,000部で市内のほぼ全世帯に配
布されます。同窓会や記念事業等のイベント告知にもご利用く
ださい‼

総合解体工事業

0996-84-2186
0996-68-3013

お気軽に

ご相談

下さい！

解体工事お任せ下さい!!

一般建設業許可(解体工事業）鹿児島県知事（般-28）第15930号

産業廃棄物収集運搬業許可 鹿 児 島 県 04604166587号

安 心 安 全 安 価

〒899-0502 出水市野田町下名3761番地1号

代表取締役 福濵 崇
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当番医のお知らせ当番医のお知らせ

５　　　　　月
日 医　療　機　関　名

１日（水）

［当］ 楠元内科医院 内科 千本付 ☎62−8600
［当］ 友愛クリニック 内・消化器科 太鼓橋 ☎64−2101
［当］ 吉田耳鼻咽喉科医院 耳鼻咽喉科 栄町 ☎62−0170
［当］ 福永内科循環器科 循環器・内科 向江 ☎62−8200
［当］ わかすぎ皮フ科クリニック 皮膚科 表郷東 ☎64−1313
［当］ 平田整形外科クリニック 整外科 西町 ☎62−8801
［児］ しみずこども医院 阿久根市 ☎68−0633

２日（木）

［当］ 市川医院 耳鼻咽喉科 沖田 ☎63−3151
［当］ 吉井中央病院 内科 東大野原 ☎62−3111
［当］ 福元医院 内・循環器科 新町 ☎67−3200
［当］ 整形外科ばばぐちクリニック 整外科 六月田中 ☎64−8260
［当］ 三慶医院 循環器・内科 井上 ☎63−2333
［当］ クリニック．なかむら 消化器・内・外科 平良馬場 ☎62−0241
［当］ わかすぎ皮フ科クリニック 皮膚科 表郷東 ☎64−1313
［当］ 平田整形外科クリニック 整外科 西町 ☎62−8801
［当］ 友愛クリニック 内・消化器科 太鼓橋 ☎64−2101
［当］ 高尾野診療所 内・外科 上の原（高尾野） ☎82−0017
［当］ 野田診療所 内科 仮屋 ☎84−2023
［当］ 来仙医院 内・外・小児科 田多園 ☎84−2005
［児］ 出水総合医療センター 早馬 ☎67−1611

３日（金）

［当］ 広瀬産婦人科医院 産・婦人科 春日町 ☎62−1559
［当・児］ こどもクリニック永松 小児科 鹿島 ☎64−1500
［当］ 有村産婦人科・内科 産・婦人・内科 阿久根市 ☎73−4180
［当］ 鷹巣診療所 内・外科 長島町 ☎86−0054

４日（土）

［当］ 恒吉医院 消化器・内科 大和 ☎82−0048
［当］ 三慶医院 循環器・内科 井上 ☎63−2333
［当］ 上園医院 内・消化器科 阿久根市 ☎73−1055
［当］ 長島クリニック 内・外科 長島町 ☎88−6405
［児］ 出水総合医療センター 早馬 ☎67−1611

５日（日）

［当］ 平田整形外科クリニック 整外科 西町 ☎62−8801
［当］ 野田診療所 内科 仮屋 ☎84−2023
［当］ 内山病院 内・外・泌尿器科 阿久根市 ☎73−1551
［当］ 鷹巣診療所 内・外科 長島町 ☎86−0054
［児］ 二宮医院 栄町 ☎62−0167

６日（月）

［当］ おかだクリニック 内・消化・放射線科 春日町 ☎63−7011
［当］ せき耳鼻咽喉科クリニック 耳鼻咽喉科 東大野原 ☎64−1187
［当］ 鶴見医院 内・呼吸科 阿久根市 ☎73−0553
［当］ 平尾診療所 内・外科 長島町 ☎88−2595
［児］ キッズクリニック 向江 ☎63−7707

12日（日）

［当］ 出水眼科 眼科 春日町 ☎62−8350
［当］ 境田医院 産婦人・内・外科 天神（出水） ☎67−2600
［当・児］ しみずこども医院 小児科 阿久根市 ☎68−0633
［当］ 鷹巣診療所 内・外科 長島町 ☎86−0054

19日（日）

［当・児］ キッズクリニック 小児科 向江 ☎63−7707
［当］ 福永内科循環器科 循環器・内科 向江 ☎62−8200
［当］ いまむらクリニック 泌尿器・内科 阿久根市 ☎73−1700
［当］ 長島クリニック 内・外科 長島町 ☎88−6405

26日（日）

［当］ よしだ泌尿器科クリニック 泌尿器科 沖田 ☎63−7800
［当・児］ 二宮医院 内・小児科 栄町 ☎62−0167
［当］ 門松医院 内・外科 阿久根市 ☎64−6100
［当］ 鷹巣診療所 内・外科 長島町 ☎86−0054

　担当医療機関は、下表のとおりです。
○都合により担当医療機関が変更になることがあります。出水消防署（☎63−0119）にお問い合わせください。
○当番医での受診は、急患に限ります。
※［当］：日曜・祝日在宅当番医（午前９時〜午後５時）
　［児］：小児科当番医（午前10時〜正午）午後も受け付ける場合がありますので、直接お問い合わせください。

※夜間の急患（内科・小児科）、夜間一次救急診療所（野田診療所内）（☎ 84 − 2023）午後 7時～同 11 時
・来院の際は、来院される前に必ず電話で症状をお知らせください。
※おおむね 15 歳未満の子どもの夜間電話相談「鹿児島県小児救急電話相談」
　（☎♯ 8000 または☎ 099 − 254 − 1186）平日・土曜日（午後７時～翌午前８時）日曜・祝日（24 時間）
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休日当番歯科医・当番薬局休日当番歯科医・当番薬局
５月６日

丸 山 歯 科 医 院 歯科 ☎68－1911 阿久根市
メ ー プ ル 薬 局 ☎62－9292 東大野原
さ く ら 薬 局 ☆ ☎63－7700 向 江 町

５月12日
お て き 歯 科 歯科 ☎63－0393 八幡（出水）
ク レ モ ア 薬 局 ☎63－5401 春 日 町
エ ン ジ ェ ル 薬 局 ☎65－7637 天神（出水）

５月19日
中 島 歯 科 医 院 歯科 ☎82－0020 町（高尾野）
か り ん 薬 局 ☎64－1400 向 江 町
さ く ら 薬 局 ☎63－7700 向 江 町

５月26日
こ じ ま 歯 科 医 院 歯科 ☎63－4618 表 郷 西
こ が ね 薬 局 ☎64－1132 沖 田

期　　間
出　水　地　域 高尾野・野田・荘地域

工事事業者 平　日 休日および平日の
　　午後５時以降 工事事業者 平　日 休日および平日の

　　午後５時以降
５月１日 出水合同電設 ☎62－0676

携帯電話
（090－7397－7898）

軸薗設備工業 ☎82－0889

携帯電話
（090－7154－7490）

５月２日 山門電気商会 ☎67－1066 柏 木 産 業 ☎82－1474
５月３日 司 工 業 ☎63－7485 三 友 建 設 ☎82－0173
５月４日 岩 﨑 電 設 ☎62－1414 別府水道住宅設備 ☎84－2080
５月５日 ヤマサキ電機産業 ☎62－3400 樋 口 電 設 ☎85－5901
５月６日 たかさご水道 ☎67－4400 ホクシン工建 ☎82－0612

５月７日～12日 日之出建設工業 ☎63－3388 野 村 電 設 ☎82－3637
５月13日～19日 職 建 ☎62－1409 ア タックス ☎82－0044
５月20日～26日 あかつき電化 ☎62－0650 釜 崎 水 道 ☎82－0249
５月27日～31日 三 和 住 設 ☎62－5114 桑野水道設備 ☎82－4385

出水市消防本部管内の火災・救急状況（2019年３月１日〜同３月31日）
火　　　　　　災 救　　　　　　急

発生件数 うち建物 死者 負傷者 発生件数 うち急病
出　　水 １件（－２） １件（－２） ０人（±０） ０人（±０） 193件（－10） 106人（－６）

2019年の累計 ４件（＋１） ３件（±０） ０人（±０） ０人（±０） 591件（－14） 369人（－45）
※（　）内の数字は前年同月比

※家庭内の修繕は、施工した工事事業者にご連絡ください。

５月の主な行事

５月１日
スマイル歯科医院 歯科 ☎75－3300 阿久根市
ポ ポ ロ 薬 局 ☎63－4630 千 本 付

５月２日
上 野 歯 科 医 院 歯科 ☎63－2306 西 町
第 二 緑 調 剤 薬 局 ☎63－1177 沖 田
マ リ ン 薬 局 ☎63－6678 東大野原
会 営 薬 局 ☎64－8280 早 馬

５月３日
水 野 歯 科 医 院 歯科 ☎82－0064 柴 引
か し ま 薬 局 ☎63－3970 鹿 島

５月４日
水 野 歯 科 医 院 歯科 ☎82－0064 柴 引
タ カ ラ 調 剤 薬 局 ☎62－8813 渡 瀬 口
そ う ご う 薬 局 ☎64－8161 早 馬

５月５日
丸 山 歯 科 医 院 歯科 ☎68－1911 阿久根市
ひ ま わ り 薬 局 ☎62－6070 桜 町
野 田 調 剤 薬 局 ☎84－2856 仮 屋

４日（土）▶あくまきと新茶のおもてなし（午前10時・市公開武家屋敷「竹添邸」）

５日（日）▶出水麓シラス像パークまつり（午前10時・出水麓歴史館駐車場）

26日（日）▶いずみステーションフェスタ（午前９時・出水駅西口多目的広場）

28日（火）▶市政説明会（午後１時30分・市音楽ホール）

火の元には十分注意しましょう！

水道修繕工事当番事業者

※歯科医院診療時間　午前９時〜正午
☆小児科当番薬局　　午前10時～正午
◎変更になることがあります。
　出水消防署（☎63−0119）にお問い合わせください。
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『今月の問題』
干潟（潮が引くと砂地や泥地にな
る浅瀬の海岸）はなぜ大切なので
しょうか？
Ａ　海水浴のため
Ｂ　埋め立てて土地を広げ
　　るため
Ｃ　海水を浄化するため

先月号のクイズと答え
他の鳥の鳴き声をまねるのが得意な鳥
は何でしょうか？
Ａ　ホトトギス
Ｂ　ツバメ
Ｃ　モズ
答えはＣ　モズでした。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

表
紙
取
材
レ
ポ
は
、
31
ペ
ー
ジ
の
記
事
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

あ
り
が
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ご
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す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　根比キヌエさん（高尾野
町千間山）から、大切に育
ててこられた芝桜の一部
を寄贈していただきまし
た。ピンク色に咲き誇る芝
桜は、クレインパークいず
み花公園に植栽し、同公園
に新たな彩りを加えていま
す。見頃は 4月末まで。

　第 49 回春季全国日本少年野
球大会出場を前に市役所を訪れ
た鹿児島出水ボーイズ中学部の
皆さん（写真左から、辻田紳悟、
田中大翔、遠竹晃太郎、坂口颯
翔）。

　2019 スペシャルオリンピッ
クス夏季世界大会で、池上寛朗
さん（㈱日立金属ネオマテリア
ル）が 100㍍自由形で４位入賞、
100㍍背泳ぎおよび 50㍍×４リ
レーで銅メダルに輝きました。

　故永田耕一氏が、旭日単光章
を授与され、ご遺族に伝達を行
いました。同氏は、1991 年～
2006 年の長きにわたり旧高尾
野町議会議員を務め、広く地方
自治の発展に貢献されました。

　第 28 回優良経営食料品小売
店等表彰で「（公財）食品等流
通合理化促進機構会長賞」を受
賞された有限会社肉のまるかつ
の篠原勝広代表取締役（写真中
央）。

　買い物袋持参運動やペットボ
トルキャップ回収など、長年に
わたる住みよい地域づくり運動
に対し、県コミュニティづくり
推進協議会会長から表彰された
出水市生活学校の皆さん。

　鹿児島相互信用金庫出水信ち
ゃん会（岩﨑孝和会長）から、
市内の各学校の防犯活動等に活
用してもらいたいと、パトロー
ル用の軽自動車１台を寄贈して
いただきました。


